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ごあいさつ

沖縄県立埋蔵文化財センターは平成12年4月1日に開所致しました。開所してまもなく当所が所蔵

する「首里城京の内跡出上陶磁器J518点が固の重要文化財として指定されました。

当所では新指定の重要文化財をなるべく平く公開すべく、平成12年11月1日から特別企画展 「首里

城京の内展」を予定致しておりましたが、企両展示室の温湿度などの保存環境に問題が生じたため

重要文化財を展示するためには、空調工事が必要となりました。したがいまして「京の内展」は空

調工事が完了する平成13年3nに変更せざるを得なくなりました。このようなことで皆様には大変ご

迷惑をおかげ致しましたが、無事工事を完了し、良好な展示環境のもとで 「京の内展jを開催出来

ますことを大変喜んでおります。

首里城京の内は、正殿、南殿、北殿など政治的建物が集中する区岡の南丙地域に位置します。 I京j

は“主力"と同義語の怠昧があり、沖縄問閥二神降臨の神をまつる“首里森御識"・“真玉森御識"な

どのある聖域でした。首里城整備事業lこ伴う発掘調査によって、京のいJ西側から明らかに火を受け

た状況で陶磁器類がまとま って発見されました。出土状況からみてこの地点は倉庫跡ではないかと

考えられております。

出上したすべての陶磁器資料は破片でしたが、報告書を作成するために、丹念に復冗してみると、

どれらは世界的にも類例の少な L\141立紀末-15世紀I~の良重な貿易陶磁であることが判明しました。

京の|人j跡出上の陶磁器資料は固内で、も一級の資料であり、わが国の歴史上意義が深く、かつ、学術

的価値の特に高いものとして、重要文化財に指定されました。

この度の「首里城京の内展」 の展示資料は、かつての琉球国が明皇帝との冊封・ 朝貢関係をもと

にして進責貿易によってもたらされた14世紀から15世紀中頃までの、中|卦を初めシャム(タイ)、

安南(ベトナム)、日本などの貿易陶磁がまとまって展示されます。

京の内出上の貿易陶磁器は「琉球国は南海の勝地にして、コ.斡の秀を集め・・ ・・異産至宝は十

方系IJに充満している」という 「万国津梁の鐘Jの銘文を佑御とさせるものがあります。この機会に

多くの}j々 がこの展示をご覧頂き大交易時代を実感して頃きますとともに用蔵文化財への理解が一

層深まることになれば幸いです。

最後に、今回の特別企画展の図録にこ令出筆を頂きました亀井明徳氏と金城亀信氏ならびに本特別

企画展にご指導とご協力を賜りました関係各位に序く感謝し、御礼申し上げます。

平成13年3月

沖縄県立埋蔵文化財センタ一所長 知念 勇
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凡例

l ノドヨ}I.J:、 2的 pl3刀24fl(U ~5)J611 (1])まで開催する特別企阿炭「首収減京の|付反」のfZl主主である。

2 本特別企画|炭は、 i'l'縄県、i:f'lUi友文化財センターがi:fil~ し開催する 。

3 [;;(!録に掲載した資料の順序は、必ずしも民ぷの)llfi斤p と一致しない。

4 カラ-f:'i!版の資朴番号は、重姿文化財指定登録需号を記載している。

5 ip~安土:化財指定 ーー覧は f 首里減跡ー京の内跡発掘調布報告.'r- (1) -J 沖縄県教ft委員会， 1998午報告

の分類を用い表を転載し、登録杏;すを加えた。

6 年代に{刻しては、危井明徳の執$:文及び、 f東京同¥i博物館凶l板目録 中凶陶磁í~ II J来京国立博物館.

1990年、 『首盟峡跡ー京の内跡発掘調食報告，!}(1)一』沖縄県教育委員会， 1998年、那覇市立京尽焼

物博物館編 『耳目覇市立古原焼物博物館開館記念特別民 陶磁器に見る大交易時代のilJ'縄とアジアJ)J~覇

市教育委11会， 1998年を参照した。jH_し、ベトナム ・タイの陶磁22については、製作年ft不評のため、

除外した。

7 法量の単位はセンチメートルを単位とし、 ( )は絞元、 ( >は残存の欽fili:を示している。

8 *展示にかかわる協力機関の芳e名は、巻ボにまとめて列記した

9 本特別企画展は、嘉手苅徹、島袋春美、仲間留美、宮子~由美、 上原久、与那同充了ーが担、円した。

10 資料名の英訳はヒ以久が担当し、亀井明待が監修を行った。

11 年表は rill'縄大百fl'F典』沖縄タイムス社， 1983年、宵城栄品 内宮康徳I制 『沖縄雌史地閃 歴史編』
柏会傍， 1 983{f-を参照し、対外交易凶を合め、金武IE紀 (型11鋭市教育委ti会文化財課)の協力をえて作

成した。

12 提供者が明記されている以外の写真は、すべて長田剛が撮影、資料作成については玉城恵美利が担当した。

13 本凶録掲載の与真は、無断使用を固く禁ずる。
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首里城航空写真
写真提供:国営沖縄記念公園事務所



首型城航空写真(拡大)

京の内跡調査区全景 -8ー
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せいか ごさい るりゅ ようゆ

ベ トナム青花 ・五彩 ・瑠璃軸 ・紅手由
びん オいちゐう わんるい

瓶 ・水注 ・碗頒
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せいか は〈じ

膏花・白磁
わん さら はちるい

碗・皿・鉢類

せいか

費花
つ，~ ぴん ようそ<u....， よ今す は;るい

萱・瓶 ・高足キイ、.合子 ・鉢類

きん ち・うごくさんかっゆとうさ びぜんやき

タイ産・中国産掲軸陶器 ・情前境
つほす1)11ちるい

萱・揺鉢類
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ぜいじ ぼたんから〈さもんかぴん

297. 費磁牡丹唐草丈花瓶
Celadon vase with d田ignof peony scroll 

15世紀前期(明初期)

口径26.7cm 器高62.7cm 底径 14.6cm

ta
 

'
EA
 



""h‘じ 主しょう! もんつI? 紛いようぴしゅ

288.費磁吉祥字文宣「清香美酒」
Ccladon jar dccoratcd with fortunc Chino、echarac1crぉ
1 5由紀liíjjUJ( 1別初~l別)
11I壬25.5CI11 r.; 1¥.:' 26.3 CI11 成11-19.0cm 
4"t. と}じ S

289. 蓋用上
Covcr. dillo 

15世紀liirl9J(1別初期)

外lt30.2 cm I~~ さ 8.3cm IJ~lf 20.2 cm 

せい ι れんべんもんつt1

295.費磁蓬弁文宣

/ 

Celadon jar decorated 刷 出 lotuSpetal design 

15由紀前期(明初期)

口径21.5cm 器高21.2cm 際径 17.6cm 

ふた どうじよう

296.蓋周上
Cover. ditto 

15世紀前期(明初期)

外径 26.0cm 高さ 8.2cm 内径 15.7cm 

-16一

デ 3 ゆし しがた日'ん

室長軸獅子型担
Lion shaped knob covercd with iron glazc 



せいじ れんべんもんつI?

294. 青磁蓮弁文受
Celadon jar decorated with lotus petal design 
15世紀前期(明初期)
Ui子24.0cm 術庁:~23.3 CI11 庶任 19.8CI11 

せいじ ぼたんからくさもんつは

290. 青磁牡丹唐草丈童
Ce1adon jar decorated with peony scrolls design 

15世紀(明初期)
口径24.1cm 器高24.7cm 底径 18.5cl11

- 17一



ぜいじ ぼたんからくさもんすいちゅう

233. 費磁牡丹唐草丈ホ法
Ccladon ewer decorated with peony scrolls design 

15m紀前期(1明初期)

1 Ii~ 6.4 cm i器尚23.6cm li~径 6.8cm

せいじ からくさもんはち

278.費磁唐草丈鉢
Celadon bawl decorated with peony scrolls design 

15世紀(明初期)

せいじ そヲじぴん

234. 青磁双瓦瓶
Celadon vase decorated with double handl回

15tl!紀(lYH7J期)
口径 10.6cm 器商26.4cm 底任 10.2cm 

口径26.8-30.6 cm 器高 12.3-13.9 cm 底筏 10.2cm 

- 18一



せいじ 句ょうかぱん

242. 青磁夜花盤
Celadon dish with foliate rim 
15世紀前)9](明初期)

11径33.2cm 滞日6.6cm 底径15.4CI11 

合いじ っぱぷちばん

239. i奇磁鍔縁盤
Celadon dish with tlattened rim 
15世紀前期(明初期)

口径 33.8CI11 器高4.9-5.3 CI11 底径 16.2cm

n
H
 

4
E
目鼻



ぜいじ らょっ4うようえんぱん

232. 膏嘘直ロロ縁盤
Celadon dish wilh slraighlened rim 

1511tke(19WJJ則)
111を28.1cm (，;.;/，'~ 4.0 cm 低ほ 15.0cm

せい L らいもんとい わん

73. 骨磁菅丈帯碗
Celadon bowl decoraled with a band of thundcr pallem 

15世紀(1別初期)

門径 12.2cm 桜前6.0cm i底径5.2cm

-20-



せい L らい もんたいわん

4. 費磁菅又帯碗
Celadon bowl deCOraled wilh a band of 1l1under pat1cm 
15flt紀(明初jgl)
口筏15.5cm *詩的7.6cm ).氏筏5.9cm

せい じ らい もんたい わん

6. 青磁 菅文字符碗
Celadon bowl decorated with a band of thunder paUem 
15世紀(明初期)
口径 17.4cm 器高9.2cm 底径6.6cm

-21一



せい ι れんべんもんわん

38. 費磁蓮弁文碗
Celadon bowl dccoralcd with lotus petal dcsign 

1511!紀前J91(明初期)

r Itt 14.3 cm 総高7.2cm Ji主任5.9cm

せいじ いんかもんわん

90. 資磁 印花文碗
Celadon bowl decoraled wilh stamped design 

15世紀前期(明初期)

口径 16.8cm 器高8.6cm 底径7.3cm

、く

、記;多/

- 22一



ザぃ t たま h、ちょニうえんざら

169. -}号磁玉縁日縁皿
Celadon plme with rounded sh‘'pe nm 

1511!紀，iirl91(1I}j初j)gn
111モ11.8cm 出正~3.4 cm 正5:1壬5.8clll

せい L れんべん もんざら

128.膏磁蓮弁丈皿
Celadon platc decorated with lotus petal design 
1St廿紀前期(1列初)JJj)
口俺 11.3cm 6.~j河 3.4 cm 1.丘径6.1cm 

-23-



せいじ らょうか そうZょ もんざら

142. -:)号磁貼花双魚文皿
CeJadon pJate decorated with two appJied fishes 

141Jt紀後間(IYl初期)
u係 12.4cm ;器!日:i3.9cm 1，瓜任5.8cl11

せい じ いん かそフぎよもんざら

139. 費磁 Ep花ヌ又魚、文皿
CeJadon pJate decorated with tWQ stamped fishes 

15世紀前期(明初期)
口径 12.2cm 昔日高 3.8cm JJ底径6.2cm

-24-



ぜい L いんかもんざら

179. 雲子右盆 Er 干Eヌ~.n江
Ccladon platc decoratcd with a stamped flower 

15世紀前IGI(U)]初IVj)

11I111.6cm 総高3.0cm J.必径4.9cm

せいじ れんかからくさ もんさら

199.青磁蓮花唐草丈皿
Celadon plate decorated with lotus scrolls design 
15世紀前期(明初期)

口径 13.7cm 器高3.6cm 底径6.5cm

-25-



、

せいじ ほっかくぎり

204. 青磁 ，、角皿
Celadon plate of octagonal shape 
15世紀前期(nJj初期)
11径14.0cm 務自3.3cm 氏径7.7cm

せいじ りょうかぎら

201. 責与Z主主 素愛干E.on.
Celadon plate with flatter】cdrim 
15世紀前期(明初期)
il径 14.9cm 器高4.4cm 鼠径6.8cm

p
h
u
 

η
4
 



はくじ ないわんこうえんわん

349. 白磁内簿ロ縁碗
White porcelain bowl with inward curved rim 

15世紀(明初期)
口径 14.6cm 器高 7.1cm 底径4.8cm

. .払

、，色 '"

、，
¥ 
、-.，.

/ 
¥......・

I~( じ ぎよ〈こしゅんびん

443. 白磁 玉宣春瓶
、N"hiteporcelain pear-shaped vase 
15世紀(明初期)

九〆

口径6.7cm 器高24.3cm 底径9.1cm 
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444 
よさいきくはなもんわん

五彩菊花丈碗
Polychrorne glazed bowl with chrysanthernurn design 

15世紀前期(明初期)
J_J径 11.0cm お戸商 5.9cm 成径4.4cm 

384. 
かつゆじき

掲軸磁器
Porcelain covered with brown glaze 

15世紀(明代)
口径(17.4)cm 6ii高<3.1>cm 底径<14.1>cm

-28一



こう ゆすいちゅう

445. 井エ年由7K~主
Ewer covered with copper red glaze 
14世紀(元末期)
口径6.7cm 器高25.7cm 底径9.6cm

-29ー



せいか りゅヲもんようそくはい

298. 膏花龍式首え杯
Semmed bowl decoratcd with dragon design in 1I1lder glaze bllle 

14世紀後期(明初期)

111子14.2cm (，~，r~ 11.8 cm 正三i壬4.7cm 
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せいか はっ1:-うもんおおごヴ?

431.費花 _'-宝文式合子
Large box decorated with eight precious objects in under-glaze blue 
14t世紀(元末期)
口径30.4cm 器高 18.3cm 底径22.2cm 

うちぷた どうじよう

430.内蓋用よ

-31一

lnner cover， ditto 
14世紀(元末期)



市た どう み5

435. 蓋同右
cover. diuo 
15世紀(日月初期)

口径9.0cm 器高8.4cm 底径 7.2cm

せいか ぼたんからくさもん めいぴん

437.費花牡丹唐草丈梅瓶

-32一

Vase， mei-ping decorated with peony scroll in under glaze blue 
15世紀(明初期)

口径5.5cm 器高35.2cm 底径 12.3cm



せいか まっうめじ$もんぞう L かザん

439. 骨花 松梅樹丈双瓦花瓶
Vase with two animaJ-head handJes decoratcd in under-glaze blue with a plane and plum tree design 

15世紀(1リl初期)
11径 14.0cm 捺高41.4cm I)'!;if 12.8 crn 

-33一



せいか ぼたんから〈さもんつtX

441.膏花牡丹唐草文宣
Jar dccorated with pcony scroJl in under glale blue 
15jlt紀(1明初期)

Uj壬22.6cm ;f.lt:詞37.3cm 成径20.9cm 

~た どうじよう

440.葦用上
Cover. ditto 
151l!紀(明代)
縁i直i呈26.0cm 器高6.6cm 内fWI直径 17.4cm 

a
uτ
 
。tu



せいか ぼたんかよ〈さもん ふ< L 的いれん

306. 費花牡丹唐草丈「福」字銘碗
80wl decorated with a peOlly scroll and “Fu" chamctcr in ulldcr gla/.e blue 

151ft紀中)QI-後期(明代)
r 1何12.0cm 6ii ，\'~ 6.3 cm 底筏5.4cm 

せいか みずくさもんわん

328. 費花木草丈碗
80wl dccorated with water plants in under glaze blue 
15世紀前期(明初期)
口径13.0cm 総花6.1cm 底径4.8cm

-35ー



せいか さりんもん Pら

333. 膏花劇麟文皿
Plate decor川cdin the center with fabulou$ animal in under glaze blue 
15世紀(II)JI¥:;)

111i20.8cm 器，:);4.8 cm li主任 12.2cm

せいか ぼたんからくさ もんつぽ

346. 膏花牡丹唐草文宣
Jar decorated with peony scroll in under glaze blue 
15世紀(明代)

口径6.2cm 器高 10.2cm 底径6.4cm

-36一



らゅうご〈さん かっゆ とうさっぱ Jlおがた

448. 中国度褐軸陶器畳(え型)
Brown gla7cd jar from China 

口筏 19.8cm (，，1向5O.8cm 1滋係 15.7cm

ちゅうごくさん かっ ゆ とうきっ11 J;必がた

447.中国産褐軸陶器受(え型)
Brown gla四djar from China 

口径 12.4cm 器高33.8cm 底径1l.6cm

-37-



， 

せいか はなから〈さもんめんとりぴん

446. ベトナム費花 花唐草丈宙取瓶
Vielnamese blue and while vase with openwork panels 

15世紀
口径9.2cm 器商29.8cm !底径9.0cm

-38一



はんねらどさぷた

209. タイネ練土器蓋
Thai earthenware covcr 

口径 13.0cm ;;;;高4.8cm

はんねら ど きつ1I

217. :)lイネ練土器畳
Thai earthenware jar 

口径9.8cm 器高く11.0>cm

- 39ー



さん かっ ゆ しじこ "おがた

388.タイ産掲軸四瓦畳(え型)
Brown glazed jar with four handles from Thailand 
口径19.5cm 苦昔話62.0cm 底径27.0cm

-40一



さん かっゆとうさつほ こがた

452.タイ産 褐軸陶器呈 (小型)
Brown glazed iar from Thailand 

口径 11.7cm ?，;Y高32.0cm 底任 12.0cm

どぜい ふた

216. 土裂の亘
Earthenware cover 

口径17.5cm 器商3.8cm

唱
E
.，

A
aτ 



ぴぜんやき すり I!ち

449. ~言責すま:Æ :1宮室率
Bizen wa問 earthenwaremortar 

151itk，己
口径28.4cm 器高8.7cm 1.底径 13.4cm 

ぴぜんやき つほ

451.惜前焼畳
Bizen w町e，j町
15世紀
口径17.4cm 器高43.0cm 底径23.0cm 
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せいどう ていがたこうろ

603. 膏銅県形香炉
Bronze incense bumer什agmenl

n
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605. 玉
Beads 
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一一重要文化財指定一覧一一





名称 分類
報告書 番 口 1圭 商ロu 「I筒=- 底径/ 登録
図版No τ"コ7 高台径 番号

8 1 20.4 <4.9> く17.1> 27 

8 2 12 5.6 5.3 1 

8 3 12.2 6.3 5.4 35 

8 4 13.4 <4.3> く9.1> 26 

8 5 17.1 7.9 6.8 21 

8 6 11.8 6.3 4.5 23 

青 8 7 13.4 7 5.8 36 

磁 I群 8 8 14.3 7.2 5.9 38 

蓮 8 9 12.4 6 5.2 39 

2 (凶版9-16) 弁
8 10 13 6.3 5.1 37 

文
8 11 13.1 6.8 5.1 3 

8 12 12.8 6.7 5.5 25 
碗 8 13 <14.5> <7.4> 5.4 24 

8 14 I 12.4 6.4 5.11 22 

9 15 14.8 71 6.4 31 

9 16 14 7 5.2 2 

9 17 15.6 8.4 5.6 斗E
9 18 17.2 8.5 6.3 28 

E群 9 19 <4.1> <2.6> <4.3> リ立
9 20 <8.7> <2.6> 5.6 19 

9 21 13.8 <2.9> <11.6> 18 
ニ円』三 9 1 17.8 8.6 6.4 16 

17 (凶版9-2) ~.益 9 2 18.2 8.8 7.6 17 
フ
I型マ 9 3 16.8 8 6.4 32 

式 9 4 16.9 <16.1> < 11.0> 34 
i連 9 5 16.4 <5.2> <11.9> 33 
弁
文 日型 9 6 16.2 8.3 6.5 29 
碗 その他 9 71 <14.2> <5.2> 6 30 

10 1 12.6 6.1 5.4 74 

10 2 12.2 6 5.2 73 

10 3 12.2 5.7 5.4 72 

10 4 11.9 5.6 5 71 

10 5 15.1 7.6 6.2 76 

10 6 14 7.4 5.5 78 

80 (図版10-16)
青- 10 7 15.2 7.5 6.2 75 

磁 10 8 15.4 7.4 6.1 79 

智Hヨ子
10 9 15.8 7.4 6.3 77 

I群
10 10 16 <6.4> (7.2) 80 

文 11 11 15.5 7.5 6.3 66 
帯 11 12 15.5 7.6 5.9 4 
碗 11 13 15.8 <7.8> (5.8) 68 

11 14 15.6 8 6 65 

11 15 15.4 7.9 6.4 64 

11 16 16.4 8.5 6.4 11 

11 17 16 く6.7> (7.1) 67 

11 18 14.6 <4.1> く12.0> 69 

11 19 く11.9> <5.2> 5.4 70 

65 (図版11・14) 凡例 :単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値
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62 (阿版12-26)

47 (1文l版13-33) 

83 (凶版15-10) 

88 (図版16-15) 

-48一

名称 |分判E訳出口径|器高152413f 

212|出卜6;|;:13 

2司法トU|;ilz
HUZ|号卜ロ|:712 
| 13 1 321 16 8.81 6.21 5ο 
I13 1331 16.6r 8.41 6.21 47 

IIltf F111詐9割引
ii;13l;ロト8計者卜会

両fjj!ii目:i:jl;
パ:引111731t;12
1 15 1 41 15.引 7.7 6 82 

I群 「寸訂 51 14.訂 7.4 61 81 
(外反)i 15 t五←ー15.C 6.9 6. 

L占L12三12131U17;.計出;;
1iL3;計等当

E群 ←ーと 1<〓 噌云引 円 l ハ ~I ^̂  

(直円)片計1'-~t 品中t ~.'~ I ~~ 

卜f:ihii:計7212iIZ
剖苛117L〈33|〈J113

その他15 i::1 13| む|4;|;:: 
凡例:単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

I群

肯

磁

雷

文

帯

碗

伝
円
磁
無
文

口
皿群
(玉縁)

その他

その他

I類

縁

碗

その他

E類

その他日類
その地V類



名称 分 生賀
報告書 番

口 f壬 器高
底径/ 登録

図版No.号 高台径 番号

22 l 11.9 3.6 4.5 174 

22 2 11.9 3.6 4.8 181 

22 3 11.5 2.9 4.4 182 
22 4 11.6 3 4.9 179 

22 5 12.3 3.4 6.3 184 

22 6 11.6 3.2 5.5 185 

22 7 12 3 5.5 176 

177-1 (凶版22-11)
22 8 11.2 3.4 5.8 178 

22 9 10.5 3.2 5.7 173 

I群イ
22 10 11.7 3.3 6.1 186 

22 11 11.7 3.8 5.3 177 

22 12 11.8 3.7 61183 

22 13 12.8 3.3 5.6 180 

三同包 22 14 12.2 3.5 61175 

23 15 14.3 4.1 7.5 200 
日接 23 16 14.1 4 6.7 196 
外 23 17 12 3.4 6.1 187 

反 23 18 12.5 3.8 6.4 194 

口
23 19 11.9 3 5.8 188 

23 20 12.1 4.3 611921 

177・2(図版22-11) 

縁 23 21 12.1 4.2 6.3 191 

皿
I群ロ

23 22 14.8 4.4 7.4 1951 

23 23 12.4 4.3 6.2 1931 
23 24 11.5 4 611901 

23 25 13.6 3.8 7.5 1971 

E群 23 26 11 3 5.2 1891 

23 27 12.7 3.4 5.8 198 

23 28 13.7 3.6 6.5 199 

23 29 11.8 3.6 5.4 492 

23 30 12.2 4.3 6.1 500 
(無文) 23 31 13 3.3 6.4 501 

192 (閃版23-20) 23 32 12.2 3.1 5.2 516 

23 33 12 3.3 6.5 497 

(有文)
23 34 12.4 3.4 5.2 499 

23 35 11.6 3.7 5.8 496 

青隊無文直日 I群
24 1 12.2 3.8 6.5 123 

口縁四 24 2 11.8 3.7 6.1 124 

E群A
24 3 10.5 3.3 5.5 132 

青般有文直口 24 4 11.3 3.4 6.1 128 
口縁II.Il E群B 24 5 10.8 3.7 5.7 122 

189 (図版23-26) 凡171J:単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

124 (図版24-2) 122 (図版24.5)
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135 (凶版18・5)

135拘 1(図版18-5) 

152 (図版19-20) 

9 (図版20・28)

168 (図版21・5)

、

名称 分 要員
報告書 番 口 f歪 器 高

底径/ 登録
図版No.τ広王コ 言同， .L.口H~土Z 番号

18 1 12.4 3.9 5.8 142 
18 2 12.6 4.1 5.6 144 
18 3 12.5 4.1 4.5 145 

18 4 12.2 4.5 51146 

I群イ 18 5 12.4 4.3 5.5 135 

18 6 11.2 3.2 5.7 140 
18 7 11.6 4.5 5.8 134 
18 8 12 3.6 5.5 141 

18 9 12.4 3.5 5.8 137 

18 10 12.2 3.8 6.2 139 

18 11 12 4 5.3 136 
18 12-A 13.7 4.7 6.2 138 
18 12-B 14.1 4.4 6.7 143 

青 19 13 12.1 3.5 51158 

19 14 12.8 4.1 4.9 148 
E盈 19 15 11.8 4 4.9 150 
I群ロ 19 16 12.8 4.3 5.4 147 

口 A~C 
19 17 11.7 3.3 4.8 159 

折 19 18 12.6 4 6.3 153 
19 19 11.6 4.1 5.2 151 

1Ill 19 20 12.5 3.7 6.2 152 

19 21 11.8 3.2 6.2 156 
19 22 12.3 3.5 5.6 157 
19 23 12.6 4.2 51161 
19 24 11.8 3.4 61160 
19 25 11.4 3.8 5.8 155 

19 26 11.1 3.4 51154 
19 27 11.3 3.2 5.8 149 

I君rロ 20 28 12 3.4 6.6 9 
D~J 20 29 12.5 3.7 6.3 163 

20 30 11.4 3.1 5.8 8 

20 31 12.2 3.8 61162 
20 32 11.2 3 5.5 7 
20 33 11.8 3.9 51165 
20 34 13 4.2 5.2 164 
20 35 11.4 3.4 5.4 495 
21 1 11.8 3.4 5.8 1691 

石青話 21 2 11.8 3.7 6.9 1661 

玉 I群
21 3 11.7 3.8 6.3 167 

縁 21 4 11.4 3.4 6.3 171 

口 21 5 12.8 4.6 6.4 168 
縁 21 6 12.4 3.9 6.5 170 
皿
H群 21 7 10.6 3.5 61172 

凡例:単位licm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

172 (図版21-7)

A
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125 (図版24-7)

133 -2 (図版24-9) 

133 (図版24-9) 

120 (図版24-12) 

13 (図版25・19)

名称 分類
報告書 番 口 {歪 商回同 τl筒h・

底径/ 登録
図版No._f勺コE 高台径 番号

24 6 10.2 3.2 61129 

青二 E群C
24 7 10.9 3.2 5.9 125 

目議
有 24 8 10.9 3.5 61126 

文
24 9 11.1 3.7 6.1 133 直 E群D

口 24 10 10.7 3.4 6.2 127 
口
縁 24 11 11.2 3.9 5.5 131 

皿 E群 24 12 10.1 3.2 4.8 120 

E'F 24 13 9.2 3.5 51121 

24 14 11.5 3.8 5.5 130 

25 15 11.6 3.3 61110 

25 16 10.5 2.9 5.3 107 

25 17 10.4 3 5.6 119 
E群

25 18 10.4 3.2 5.2 12 青 G'H'! 

fTtt 25 19 10.4 3 5.3 13 

蓮 25 20 10.6 3.4 5.3 108 

弁 25 21 10.2 2.8 4.6 117 

文 25 22 10.7 3.1 5.8 112 

菊 25 23 10.6 2.9 5.4 118 

lllL 25 24 10 3.5 5.6 109 

25 25 9.5 3.4 5.6 114 

25 26 10.6 3.6 5.4 116 
田群

25 27 10.8 3.8 4.6 111 

25 28 11.4 3.9 5.9 113 

25 29 11.5 3.6 61115 

青 25 30 10.4 3.2 4.6 493 
石滋
有 25 31 10.3 3.3 5.2 517 
文直

25 32 10.6 3.2 5.6 494 
口
仁l 25 33 12 3.8 61498 
縁
I皿 25 34 10.2 3.6 5.2 518 

凡例 :単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

116 (図版25-26) 

-
2
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203 -1 (図版26-3) 

、、

¥‘ J 

) 
‘ 9 

203 (図版26・3)

10 (図版26-6)

名称

青

目慈

干変

花

皿

三同主主

磁

八

角

皿

-52ー

分類
報告脅 番 口 1呈器高

底径/ 登録

図版No 「乞'=.i二』週・ 高台径 番号

生宣車山

26 1 
14.5 

長軸
4.4 6.8 201 

14.9 

短軸

稜花 26 2 
15.6 
長軸
4.3 7.3 202 

16.0 
短軸

26 3 
14.6 
長軸
3.7 6.8 203 

15.0 

短車Is

26 13.6 
5 3.3 7.7 204 
長軸

八角
14.0 
短軸

26 6 
13.6 

長軸
3.7 7.4 10 

14.5 
凡例 .単位はcm、 ( )は復元、 < >は残作の数値



238 (凶版27-3) 

243 (凶版29-9)

264 (1克服31-20) 

名称 分類
報告1'f番 口 f圭 百...百" 高

底径/ 登録
図版No.τEヨコ 高台径 番号

27 1 32 6.6 12.4 236 

27 2 33.8 4.9-5.3 16.2 239 

I群
27 3 31.6 5.5 14.7 238 

27 4 31 5.7 13.4 237 

28 5 24.6 5.2 9.8 241 

28 6 25.8 4.8 10.4 240 

28 7 33.2 6.6 15.4 242 

青
29 8 25 6 11.2 247 

29 9 21.8 4.6 7.8 243 

磁
29 E群 10 21.1 5.3 7.6 249 

鍔
29 11 26.2 4.9 10.8 245 

縁 29 12 23.2 4.3 10 248 

盤 29 13 25.2 4.5 12.2 244 

29 14 23 5 7.3 246 

30 15 25.2 6.7 8.5 250 

30 16 20.2 5.2 7.8 251 

30 17 26.3 6.9 12 252 

皿群 30 18 24 5.5 10.6 231 

31 19 23.1 5.3-5.8 7.2 265 

31 20 18.1 4.7 6.6 264 

31 21 25.8 5.9 10 254 

31 22 25.6 5.2 10.8 255 

凡1列:単位ricm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

内
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261 -1 (図版32・24)

名称 分 類
報告当 番

径 "G悶~ ~吋，.. 
底径/ 登録

図版No.号 口 高台径 番号

32 23 24.6 5.6 11 260 

でrl- 32 24 24 5.6 9.8 261 

磁 32 25 23.2 5.6 8.1 262 

261 -2 ([ヌ|版32-24) 鍔 皿群 32 26 18.2 5.8 6 263 
縁

32 27 23.2 5.5 9.5 256 
舟=受L 

32 28 23.8 5.5 8.6 253 

33 29 22.8 5.9 8.2 259 

33 30 28.2 14.2 6.5 258 
青磁直口

I群 33 31 U縁盤 28.1 4 15 232 

33 32 24.6 4.5 13.4 257 

凡伽J:単位はcm、 ( )はmJl己、< )は残存の数値

258・1(図版33-30)

258 (図版33・30)

-54-



名称 分 類
報告書 番

径 器高
底径/ 登録

図版No E号ヨ lコ 高台径 番号

青磁壷 小型
34 1 10.8 (11.2) 9.3 267 

34 2 10.8 <11.3> <9.1> 266 

267 (図版34-1) 青
34 3 25.5 26.3 19 288 

目援 36 4 24.3 24.9 20.2 291 
τ仁士3工

35 5 20.7 22.2 17.2 270 

祥字 34 6 23.2 24.8 17.5 268 

文 35 7 24.1 24.7 18.5 290 
笠で金i

35 8 26 23.9 19 269 

34 9 
外径 高さ 内径

30.2 8.3 20.2 
289 

~ 36 10 
外径 高さ 内径

44.8 6.8 <16.8> 
292 

の
大型 外径 高さ 内径

護
35 11 272 

26.2 7.4 16.0 

267 -1 (図版34-1) 
36 12 

外符 高さ 内径

26.1 7.2 15.4 
273 

37 13 
外径 高さ 内径

274 
26.6 <7.2> 17.4 

青
36 14 21.3 22.1 16.5 271 

6蕗 37 15 20 (20.0) ( 15.4) 275 

2で金E彊P 37 16 18.8 19.5 17 2931 

37 17 24 23.3 19.8 294 

37 18 21.5 21.2 17.6 295 

270・272(図版35-5・11)

37 19 
外径 高さ 内径

296 
乍ーでA垂マA2a P 

26.0 8.2 15.7 
の

外径 高さ 内径蓋 36 20 276 
25.8 6.2 16.2 

青磁社丹
大花瓶 38 1 26.7 62.7 14.6 297 

唐草文
」

青磁瓶 大 瓶 38 21 <19.0> <32.0> 16.9 287 

凡例:単位はcm、 ( )は復元、 ( >は残存の数値

268 (図版34-6) 
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6 (図版39-2)

277 (図版39-4) 

235 (図版40-2)

名称 分類
報告書 番 口径 器高

底径/ 資録
同版No.号 高台径 番号

青磁
無文 (8.3) 馬上杯 39 2 9.4 3.6 6 

39 3 (6.4) (23.6) (6.8) 233 
青磁牡丹唐草

39 4 7.2....7.8 14.8 6.8 277 
文 水 注

39 5 8.4 16.7 8.8 286 

青磁双耳瓶 40 1 10.6 26.4 (10.2) 234 

青磁玉壷春瓶
40 2 7.8 23.2 7.1~7.3 235 

40 3 <3.4> <16.8> <6.8> 280 

青磁瓶 小型 40 4 <7.2> <5.0> (4.4) 279 

凡{抑u:単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値
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名称 分 類
報告書 番 口 f圭 器高

底径/zf| 図版No号 高台径

I委員 53 1 14.6 7.1 4.8 3491 

53 2 12 5.4 4.5 350 

53 3 12 4.2 4.1 353 
353 (図版53・3) E類 53 4 12 4.9 51351 

53 5 11.2 5.2 4.9 354 

53 6 11 4.6 3.4 352 
白磁碗
皿類 53 7 11.2 < 1.4> <9.6> 371 

W要員 53 8 11.4 < 1.0> く10.0>365 

53 9 <5.6> < 1.4> 51370 
高台

53 10 <6.6> <1.4> 5.7 366 資料
53 11 <9.4> <2.4> 7.1 372 

360 (図版54-16)
I委員

53 12 16.2 (3.2) 8.2 363 

53 13 11.4 <1.6> <7.7> 368 

53 14 <11.7> <2.3> 81367 

53 15 12.2 <2.3> <5.6> 362 

白磁皿 54 16 9.3 2.4 4.6 360 

皿 54 17 9.8 2.5 4.6 358 

!¥ 54 18 9.5 2.5 4.3 359 

54 19 9.2 1.5 4.9 369 

54 20 9.2 2.1 4.6 364 
373 (凶版54-21) 

白磁口禿
I類 54 21 10.8 <6.0> <10.5> 373 杯

白磁外反
E類 54 22 8 3.6 2.8 355 口縁杯

白磁八角
田実質

54 23 8.2 <1.9> <6.75> 374 

杯 54 24 く2.2> <2.2> 375 

白磁水注 水注 55 25 6.8 9_3 5.8 376 

白磁壷 宝E 55 26 8.4 (15.0) 8.8 442 

442 (図版55-26) 白磁玉壷
55 27 6.7 24.3 9.1 443 春瓶

瓶 55 28 <3.64> <13.5> 8.8 379 

白磁瓶 55 29 く6.5> <12.6> 8.8 377 

55 30 6.2 (23.0) 91378 

54 31 12.2 2.9 5.9 357 

白磁外反口縁皿 54 32 12.3 3.1 6.3 356 

54 33 12 2.9 5.71361 

凡例 :単位はcm、 ( )は復元、 〉は残存の数値

356 (図版54-32) 
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283 (図版41-3) 

左上284、右上285、下3点282(図版41-4・2・1)

281 (図版41-5) 

名称 分類
報告書 番

口径:器高
底径/ 登録

図版No τE玉コ 高台径 番号

青磁唐草 直口 26.8-12.3-
文鉢 口縁

40 5 10.2 278 
30.6 13.9 

撮
最小幅
<5.1 > 
最大幅
282 41 

1 I <2.9> <3.2> 
青磁香炉 短径 長径

蓋縁 41 2 <3.5> 285 
<3.1 > <3.8> 

下部と台 41 31 <11.9> <9.2> <8.9> 283 

青磁水滴 41 4 31 <4.7> <3.5> 284 

花盆台 41 51 (24.5) (16.8) ( 15.4) 281 

青花龍
42 9 14.2 (11.8) (4.7) 298 文馬上杯

青花八宝
蓋 43 10 30.4 7.8 24.7 4291 

文大合子 中蓋 43 11 29 2.9 28.2 430 

身 43 12 28.7 10.5 22.2 431 
JU担J:単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数fl直

oo 

Fh
d
 



319 (図版44-6) 

319-1 (阿版44・6)

304・2(図版46-22) 

304・1(図版46-22) 

432 -2 (図版44・2)

名称 分 類
報告3 番 口 i歪器高

底径/ 登録
図版No.可Eコ 高台径 番号

44 1 14 7 5.9 321 

44 2 14.4 (7.1 ) (5.9) 432 

44 3 13.6 (6.8) (5.8) 324 

44 4 (13.6) 7.7 6.4 325 

44 5 14.8 (7.3) (5.5) 323 

44 6 16 7.4 6.2 319 

I群
44 7 14.4 <6.5> <5.46> 322 

(大振) 44 8 15 7.3 5.4 320 

45 9 14.6 6.7 61315 

45 10 15.4 7.4 5.4 314 

45 11 <14.4> <6.5> 4.8 317 

45 12 15.4 7.5 5.6 433 

三同主 45 13 15 7.4 51318 

花 45 14 15.2 7.3 5.6 316 

外 45 15 14.4 7 5.4 313 

反 46 17 11.2 6.6 4.8 305 

口 46 18 11.6 6.4 4.6 301 

総 46 19 11.6 6.1 4.7 300 

腕
46 20 12 6.3 5.4 306 

46 21 12.5 (6.5) (4.8) 310 

46 22 12.2 4.7 6.1 304 

日群 46 23 12.1 6.4 4.7 307 
(小振)

46 24 11.6 6 4.6 308 

46 25 12.6 (5.6) (4.9) 299 

46 26 12.6 5.8 5.2 302 

46 27 12.6 <5.4> <4.6> 309 

46 28 (11.5) (6.4) (4.8) 312 

46 29 10.2 (5.8) (4.1) 311 

46 30 11.4 6.2 4.4 303 

E群
47 31 16 7.7 5.6 326 

青花内
47 32 16.1 7.9 5.4 327 

湾口縁碗 (大振)
47 33 13 6.1 4.8 328 

凡例:J~.位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

432 -1 (図版44・2)
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329 (凶版47・37)

MJ、
名称 分類

報PTd?Z干 口径 器高
底径/ 登録

図版No.1弓幽ー， t『4r」ロ内f上E 番号

15・花杯 I類
47 34 9 (4.8) (3.1) 330 

47 35 (6.5) (4.4) 3.5 331 

434 (図版47-38) 

青イE
47 37 8.8 <4.6> <2.8> 329 高足杯、

百花鉢 47 38 25.3 (11.1) (10.7) 434 

青花脚{ 48 39 20.8 4.8 12.2 333 

麟文1m I型
48 40 20 4.4 12.1 334 

古花lJJl
48 41 18.6 5.5 6.7 332 

E型
48 42 17.2 (5.0) (6.0) 344 

凡例 :単位はcm、 ( )は復元、 < )は残作の数値

334 (図版48-40) 

334・2(図版48・40)
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335 (図版49・44) 342 (図版49・46) 345 (図版51・59)

名称 分類
報告書 番 口 f圭 器高

底径/ 登録
図版No.τc子S 高台径 番号

49 44 <4.6> <15.29> 8.6 335 

49 45 
最小幅

く12.1>
最大幅
336 

く3.7> <12.1> 
青 49 46 6.5 <11.9> <5.6> 342 
花 49 47 4.6 <12.7> <9.6> 340 

49 48 <3.2> <8.5> <8.1> 339 

}低 49 49 く3.3> く2.4> <4.8> 341 
49 50 く11.3> <3.7> 7.6 338 

小瓶底 49 51 く10.1> <4.1> 7.2 337 
49 52 く10.3> <3.3> 8.6 343 

蓋 50 53 9 (8.4) <7.2> 435 
青花社汁 50 54 9.1 (8.4) <6.8> 436 
唐草文梅

身
50 55 5.5 35.2 12.3 437 

瓶 50 56 5.5 35.9 11.8 438 

青花松梅

樹文双耳 身 51 57 14 41.4 12.8 439 
花瓶

青花壷 宝'ifー
51 58 6.2 (10.2) 6.4 346 
51 59 6.8 (10.8) 6.2 345 

青花牡丹 壷の蓋 52 60 
縁直径

<6.6> 
内側直径
440 

26.0 17.4 
唐草文壷 宜で当~ 52 61 22.6 37.3 20.9 441 

凡例.単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

436 (図版50-54) 438 (図版50-56) 
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383 -1 (包l版56-3) 

名称 分類
報告書 番 口径:器高

底径/ 登録
図版No τ広ヨゴ 高台径 番号

五彩菊花
56 1 11 5.9 4.4 444 

文碗

中国産色
菊花文 56 21 (11.0) (5.9) (4.4) 382 

絵碗

中国産色
菊花文 56 31 (7.2) (2.2) (8.6) 383 

絵皿

紅軸水注 57 1 (6.7) (25.7) 
長軸(9.6)

445 
短軸(9.0)

瑠璃軸l斑 57 
最小幅

<3.4> 
最大幅
381 

51<3.6> <4.8> 

瑠璃軸仙
仙蓋瓶 57 (5.8) (25.4) 8.6 380 

蓋瓶 4・6

383 (凶版56・3)

.
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> {i残存の数値)は復元、凡{タIJ:単位(icm、
380 (凶版57・1-4・6)

381 -1 (同版57・5)
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391 (似l版59-2-A)

， 
』

392 (1文|版60-9)

394 (図版61-15)

名称

褐軸磁器

同

~ 

褐

糊

陶

60百

可.... 玄r 

-63一

分類
報告書 番 口 径 訪ロロ事 r民@j 底径/ 登録図版No.下Eコ7 高台径 番号

碗or鉢 58 11 (17.4) <3.1> <14.1> 3841 

59 1 21.6 
I類

(60.4) 16.8 403 

(大型) 59 2 27 84.6 19 420 
一

59 2-A 14.6 (34.1 ) 11.8 391 

H類 59 3 20 (47.5) 14.6 4281 

59 4 18.9 <35.5> 14.8 402 

59 5 18.5 42 14.7 401 

皿要員
60 6 18.6 (44.6) 14 412 

(大型)
60 7 19.8 50.8 15.7 448 

60 8 20.2 (51.6) 17.2 400 

W類
60 9 12.3 41.9 16 392 

(大型) 60 10 13.6 41.1 13.6 413 

60 11 <23.9> <6.7> 18 414 

61 12 11.4 (39.4) 15 419 

61 13 12.4 (33.8) 11.6 447 
V類

(39.4) (大型) 61 14 12 14 411 

61 15 11.2 34.6 12.8 3941 

61 16 9.8 33.7 10.8 410 

凡例:単位はcm、 ( )は復元、 < )は残tr-の数値



名称 分 類
銀告主? 番 11 1壬器 TIq告』・

底径/ 登録
図版No.r'-zg f 高台径 番号

VI類 61 17 16 57.4 13.5 396 
(大型) 61 18 14.4 59.6 9.4 395 

62 19 11.2 27.8 151393 
395 (1刈版61-18) 62 20 10.6 28.1 13.6 417 

卜一一一 片一

62 21 11.2 (23.0) 11.8 418 

中 中型 62 22 12 28 11.4 405 
国

ト一一

62 23 11.2 26.3 11.8 404 
産

一

62 24 10.2 24.1 10.5 416 
拘 一←一

62 25 10.8 <9.3> <19.5> 407 
相11 「一一一 「一一 「一一 ←一一一ー

陶
62 2~A 11 21 11.8 408 

器
小型 62 2:>-B 93.4 24.9 10.6' 409 

宝t正r 笠126 10.4 (20.4) 111415 

63 27 7.9 17.5 10.4 426 

水注
28A 
63 10.8 <33.3> 12.41427 
.B 

鉢 63 29 21.4 <3.9> <19.2> 424 

特殊壷 63 301 7 <7.0> <14.1> 421 

大壷 63 31 12.2 (40.6) 14.4 406 
一

1'1手111陶器 小壷 63 32 91 (25.0) 11 425 

393 (図版62-19) 水注 63 33 8 <3.5> <9.1> 423 

東南アジア| 撮

か中国産 63 34 (直径3.5) 15.6 422 
褐軸陶器

凡例:単位.はcm. ( )は復)l:、 < >は残存の数値

422 (岡版63-34) 
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類
報告暫 番 f歪 品

底径/ 登録
名称 分 図版No. 号 口 者I'f 高台径 番号

ベ トナム青花花

唐草文面取瓶 64 9 9.2 29.8 91446 

ベトナム
水注

幅
長さく8.4>

陶器 64 10 <8.4> 347 
<10.5> 

青花水注
幅

長さ<29.4>64 11 <9.24> 348 
<5.04> 

)'LI初J: 1j11立はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値

347 (図版64-10) 左上347、他4点 348 (図版64・11)

p
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名称 分 ま買
報血n叶k二} 番 口 f歪 号号 高

底径/ 登録
図版No.τ<=王Z 官I向I・4に:if土Z 番号

6 1 13 (4.8) 209 

6 2 13.2 (4.3) 208 
208 (閃版ふ2) 6 3 12.8 (4.1) 207 

6 4 10.2 (3.8) 211 

6 5 13.2 (3.9) 205 
タ

6 6 13.2 (4.5) 206 
イ

6 13.4 (4.8) 7 14 
半

6 8 12.2 (3.8) 210 
高諌 落し蓋

(4.5) 
士

6 9 13.4 212 

7110 13.8 3 220 
百百

蓋
7111 16 3.6 219 

7112 <6.4> 3.4 222 

225 (阿版7-20) 
7113 12.8 (4.1) 218 

7114 12 < 1.4> 224 

7115 14 <2.5> 221 

7116 く2.0> <3.0> 226 

7117 13 <3.0> 223 

被せ葦 7118 <2.1> <1.8> 227 

タイ 無文 7119 9.8 < 11.0> 217 
半練 7 20 <9.4> <9.1 > 225 
土器壷 宝τ会Ear 7121 <3.9> <4.3> 228 

7122 <4.7> く4.8> 229 

7123 17.5 3.8 216 

213 (図版7-24) そ
7 24 22 厚さ1.2 213 

の
蓋

7125 19 !享さ1.1 215 
他
の 7126 20.4 厚さ1.2 214 

蓋 厚さ0.9
27 <5.2> 230 

-1.3 
凡i担J:単位licm、 )は復元、 〉は残存の数値

213・1(図版7・24)
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名称 分類
報告曾 番 口 j壬器高

底径/ 登録
図版No.τE王コ 高台径 番号

タイ産 65 1 21.8 52.5 24.2 450 
褐利!大型 11質 65 2 23.2 56 27 397 
四耳壷 65 3 19.5 62 27 388 

小型
65 4 17.6 (36.1) 16.8 398 
65 5 15.3 32.2 15.6 389 

l類 65 6 17 (53.7) 27.1 399 
小型 65 44 11.7 32 12 452 

7 24 く7.0> <13.3> 457 
8 23.2 <11.6> <28.7> 456 
9 18.6 く10.4> <33.2> 471 
10 20.4 く12.4> <29.9> 469 

l類
11 19.8 く7.9> <22.0> 470 
12 17.1 く5.8> <14.9> 464 

13 19 く8.3> <19.1> 462 
14 19.8 <9.1> <23.2> 463 
15 21.6 く4.5> <14.5> 466 

450 (凶版65-1) 16 21.8 <7.4> <16.2> 467 

2類 17 23.4 <7.9> <19.1> 465 

18 24 <3.7> <17.0> 468 
19 19.2 <12.4> <29.1> 461 
20 23 <18.3> <42.8> 460 

3類
21 20.4 <14.6> <39.1> 459 

22 23.4 く5.7> <14.8> 486 

23 20.2 <2.0> <18.7> 487 

24 18.6 <6.5> <17.1> 484 
タ 25 18.2 く8.0> <19.1> 483 

イ 26 16.2 <9.7> <29.7> 485 

産 4類 27 16.9 <5.7> <14.2> 489 
28 18.8 <6.0> <17.5> 482 

褐 29 22.4 く8.1> <16.7> 481 

紬 5類 30 23.8 <2.8> <16.7> 488 

陶 31 22.4 く9.3> <22.4> 458 

6類 32 15 <2.0> <11.4> 477 
首ロ同.ti 

33 17.8 <7.7> < 11.8> 478 

宣E 7類 34 16.8 <2.4> <12.2> 476 

399 (図版65-6) 35 20.3 <4.8> <12.6> 473 

8類 36 17.2 <6.1> <17.9> 472 
37 <12.0> <9.4> <38.2> 475 

大型壷 38 <15.8> <9.1> <27.0> 479 

39 く13.3> <6.0> <27.8> 480 

小型壷 40 <9.5> <6.2> <19.5> 474 

大型壷
41 <41.6> <34.1> 24.5 455 
42 <41.1> <20.8> 28.2 453 

小型壷 43 <17.8> <10.4> 16.8 454 
45 <43.4> <28.5> (26.4) 5031 
46 く44.8> <33.9> (24.4) 502 

47 (21.8) <3.5> <14.4> 504 

48 (18.3) <47.3> <14.0> 505 

49 ( 19.2) <6.2> <12.8> 506 

その{也 50 (22.8) <3.4> < 15.3> 507 

51 (19.4) <5.0> < 12.7> 508 
52 (16.3) <5.9> <13.9> 509 
53 (18.8) く1.6> <16.7> 510 
54 ( 13.2) く2.2> <9.8> 511 
55 ( 11.2) (21.8) (10.8) 512 

389 (図版65-5) 凡例:単位はcm、 ( )は復元、 < >は残存の数値
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名称 分類
報告書 番 口 j歪器 高

底径/ 登録
図版No.号 高台径 番号

備前焼
66 1 (28.4) (8.7) (13.4) 449 

中 揺 鉢

世 66 2 (40.2) (75.0) (34.0) 385 

陶
備前焼

66 3 (32.5) (70.0) (20.0) 386 
大饗

百百 66 4 (34.4) (64.7) (36.0) 387 

備前焼 66 5 (15.0) (43.5) (19.8) 390 
宜で会E2P 

66 6 (17.4) (43.0) (23.0) 451 

少し似IJ: lii.f立はcm、 ( )は復元、 ( >は妓存の数値

寝襲撃

387 (凶版66-4) 390 (図版66-5)
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首里城「京の内」跡の発掘調査概要

金 城 亀 信

(沖縄県教育庁文化諜主任専門員)





首里城「京の内」跡の発掘調査概要

1.はじめに

首里城跡は那覇市首里当之蔵に所在し、標高100-

135mの琉球石灰岩の丘陵上に築かれた琉球国王の居

城であった。首里城の規模は、東西370m、南北213m、

面積が46，167111'と県内最大のグスクであった(第1図)。

また、首里城は14世紀頃に察度によって築城された

との伝承もある。

1406年(永楽4)に尚巴志が中山を攻略し、察度の

子武寧を滅ぼし、琉球国の支配の拠点として、はじ

まった首里城は、最後の琉掠閏王となった尚泰王が

明治政府に首里城を明け渡したのが、 1879年(明治

12)の琉球処分(沖縄県の設置)であった。琉球処

分までの約500年間にわたって琉球王国の王宮として、

王国の政治、文化、経済の中枢として機能していた。

戦前の首里城は、 1925年(大正14)に正殿などが

国宝指定を受けて、その偉容を誇っていたが、 1945年

(昭和20)の大戦で城内地下に日本軍の沖縄総司令

部壕がおかれたこともあって米軍の集中砲火を受け

国営沖縄記念公園首里城地区予

+
N
H
也

+
N
N
.
0
 

第 1図 首里城跡京の内地区年度別発掘箇所
(.は1459年失火の倉庫跡)

金城 亀信(沖縄県教育庁文化諜主任専門員)

て国宝であった正殿などの多くの建造物が消失し、

城壁も一部を残して破壊された。戦後は、 1950年(昭

和25)に首里城跡に琉球大学が創設され、僅かに残

っていた城壁の一部も造成や校舎建設等の工事で取

り壊され、キャンパス等に使用された。

1972年(昭和47)の本土復帰の際に沖縄県は、首

里城およびその周辺の文化財を戦災文化財として復

元整備計画を立案し、復帰直後から 「首里城城郭等

復元整備事業」として沖縄開発庁の補助で、首里城

の外郭石積みと櫓門を含めた復元整備が開始された。

最初に首里城歓会門復元整備から着手し、久慶門、

西のアザナの石積み、継世門、東のアザナの石積み

までの1，003mが復元 (平成11年度現在)されてい

る。最終的には、全ー長1，080mの城郭が平成13年度ま

でに完成する予定である。

1982年(昭和57)の f第二次沖縄振興開発計画j
の中で首里城一帯の整備が提言されたため、 1984年(昭

和59)に沖縄県が首里城の復元整備の指針となる 「首

里城公園基本計画jを策定した。更に首里城の中心

+23.7 

+23.6 

+23.5 
100. 

+
N
N
.
H
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である正殿などを合む建造物の復元が検討され、

1986年(昭和61)に首里城公園計画区域の約18haの内、

城内内郭の約4haを沖縄県の本土復帰を記念する国の

「都市公園整備事業(国営沖縄記念公閏首里城地区)J 
として復元盤備を実施することが閣議で決定された。

1992年(平成 4)には、遺構調査の成果などを踏

まえて復元された正殿を含む建造物が整備され 「村

里城公閑」として内郭の一部が公開されている。

このような'11で、首里城内で最も垂要な型域であ

った「京の内」地域の復元整備の検討がなされた。 1京
の内J地域の復元整備の一環として、同地域の迫構
確認調査が1994年(干成 6)から1997年(平成 9) 

までの4カ年間実施された。ここでは、平成6年か

ら平成8年度までの三ヵ年間の調査成果より遺構を

中心に主な概要を述べるが、その前に首里城の京の

内を中心とした主な歴史や考古学の研究成果を述べる。

2.首里城京の内地域の主な歴史と考古学
研究

1372年(洪武 5)に中国明王朝の太祖洪武帝のm諭
を受けて中山正察度が泰期を遣わし初めて進点した

ことが わり1百録J(1)にみえる。また、察度は139但2i年1手三(洪
武2お5)に数十丈の高楼の

を造り遊観した乙とが f中山世鑑J(ω2幻)に記i載|蹴誕されて
いる。この尚世層理殿が浦添城内にあったとする説

と首里城内に存在したとする孟つ説がある。

真栄平房敬氏の研究では、 「京ノ内には古くは 「高

よそうり殿」をはじめいくつかの殿舎がたっていた

であろうが、長い歴史の中であるいは焼け(向氏湖

川家々諮に1576年高よそうり殿の炎上の記あり)、J(3) 
と述べている。また、県内の家譜を整理した比扇朝l

進氏は、向氏一世越来王子朝理(尚宣威王長男)の

五世を次いだ朝首の説明に 11576年に天界寺(守礼

門と玉陵の中間にあった)が失火し、火の手は城内

の高楼に燃え移った。しかし、高所なのでだれも消

しに登るものなく、朝首ひとりが登って火を消し止

めた。 (中略)十一世朝略のとき湧川に改名。J(4) 
と述べている。以上のような状況から高世層理殿は、

ほぽ首里城内にあったと家譜研究から推察されてき

ているようである。

ところで首里城に関する明確な史実は、察度王統

を滅ぼした尚巴志が、首里城周辺の造園整備をヱ城

外の安園山に池(龍漕)を掘り、華木を植えたと記

録されている沖縄最古の金石文 『安国山樹華:木碑記j

(1427年:宣徳2年)(5)にみえるのが最も古い。

尚巴志が首里城の城主となった1406年以降から安
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国山に龍湾池を掘って整備をおこなった1427年まで

の聞に王宮の整備も終え周辺の造回整備をおこなう

までに至っていたことが、 『安固山樹華木碑記jか

ら窺えるようである。尚巴ぷは肖里城を拠点、として、

1416年(永楽11)に北山の堪安知を攻め滅ぼした。

北山滅亡から13年後の1429年(立徳4年)には南

山の他魯毎を滅ぼして全島を統一し、琉球王国の礎

を築きあげた。

さて、京の内の語義は 『おもろさうしJ(6)に 「き
やのうち」、 「けおのうち」、 「けよのうち」と表

記されている。 1けおJは「セジ」の同義語として
考えられ“神または神の霊力"のな昧を持ち 「きお

のうちjは、首里城内で:'}Iえも 「神の霊)J“セジ"の

ある場所 “聖域"J (首里城内の型域)として位置
づけられている (7・8)。 民俗学の 'J~例では 「き ょう j

の意昧として、知念村の斎場御獄内にある三庫理に

人る右手側の大持頂 tを“キヨウノハナ" (ギョウ
ノハナ)と称し、大岩直下の存炉から持の頂の“キ

ヨウノハナ"を持むが、再炉の側にあるクパの神木

を足掛かりとしてアマミキヨが天降りされたと伝え

られている (9)。また、 {III松弥芳氏の研究では、 「神

の来臨のことであるが、 ( 111目指)その前方に微小島

が存在する場合は、神は ーたんその小島に上陸滞在

されるの (中略)このような浜前の岩品や小島を、

沖縄では 「トングヮ」と称 しているが、 「京J (き
ょう)と称している村もあるJ(10)と記述している。
更に“き ょう"に関する ・ド例を挙げると名護市嘉

陽の集落前面の東方海上にある神が来訪する聖なる

小島を “きょう"と称しているとのことであった (11)。

その他に首里城の立地する丘陵一帯が、京の内と

称されていたともいわれているようである (3・8)。

京の内には、五つの御獄が在ったようである。五

つの御識を記すと“京の内之三御撒.. (神名:アガ

jレイノ大御イベ、ソノイ タジキノ御イベ、シキヤヂ

シキヤダケノ御イ ベの三和l')と材、された三つの御巌、
真玉城ノ御巌または真玉森御掛(神名:玉ノミヤノ

御イベ)、首里森御獄、の五つの御獄である (12)。

“京の内之三御巌"の神名を 『琉球国由米記J(12) 
から同一の神名が存在しないかを検索したところ名

護市 (久志間切)嘉|湯村の漬板敷様の神名がソ ノイ

タジキノ御イ ベであり、 “京の内之三御滋ドのひと

つの御患と神名が一致していることが判明している。

将来において名護市嘉陽の清板敷棋の祭杷・儀式

と“京の内之三御撮"の祭杷・儀式で、共通の神と

みられるソノイタジキノ御イベが、どのような意味

合いや係わりがあるのか。或いは潰板敷掛から京の

内の御巌に来訪するのかなども含めて今後、双方の

御訟での祭杷と儀式における神の位置付けなどの解



明と研究が進展すれば、京の内での祭最B.儀式の在
り万が判明するのかもしれない。

京の内に所在した首里森御謀、真玉森御織が、首

里城の型名の由来となり、別名では、 “首里森グスク"

あるは“真玉森グスク，.とも称されていた。

この首里森・真玉森の両御訟は、沖縄の開闘争tl

であるアマミキヨがつくられた御識とされ、首里森

御織の前庭に“キャウノ内ノ前ノ御ミヤ首虫ノ御イ

ベ" (8・12)の神名が 『琉球国由来記jにみえる。

京の内の御獄の配置は、古絵図(第2図A)など

から読み取ると京の内の南側が城内でも段も高い位

置(牒t:i135m)にある内郭平場に首里森御織があり、

真玉森御織の位置は不明で、ある。首里森御撮のある

南側高台から北西の平坦地および緩い傾斜地に“京

の内之三御織"が描かれている。

第2閃A①の占絵凶(第2図B首里城占絵位1)の

解釈から首里森御織の西側空聞から西端に拙かれた

アーチ門の!日!の小さな空間(平場)について、首里

城研究グループ(尚良倉六ほか)によると、以下の

ような解釈がある「この郭は京の内で最も高い位置

であることから凸・里森御識があった重要な空rlllと与

えられる。 (1111略)石囲いのある御扱と思われる門

と通路間のI"Jが聞けられており、ここを通ってCの

郭に入る。この郭も斎場空間と考えられる。また、

丙端の内郭城壁が切れた石積みは、同王に託宣を下

すキ ミテズリの神を迎える場所であるといわれ、現

場には曲線に切られた精巧な石積みの根石が残って

いるが、確かな伝承はない。J(8)と述べている。
判然とはしないが、首里森御棋と同御織から西側

アーチ門の空間(郭)において、琉球王国の最高神

虫・である問戸大君と高級神女三十三君を中心にして、

降臨神である(天神または陽神)キミテズリ(君手厚)

の有11を迎えて歴代琉時国王の即位決定を初め、 |司王

への託宣、王凶の電要な祭前日等をおこなった京の内

でも最も竜要で、神聖な御議(首里森御巌)と空間 (C

の郭)であったのではないかと推察される。

次に考肯学の主な調査と研究を整理して小史とした。

初めに、首里城の考古学的な発掘調査は、 19初年(大

正11)12月から翌年の1月までの期間で、伊東忠太・

鎌倉芳太郎の両氏に依って四つの地点で発掘調査が

実施されている。四地点、は、 ①西ノアザナ東南側下

文字瓦階、 ②京ノ内西北側下(西)、 ③京ノ内西北

側F(東)、 ④正殿前で調査がおこなわれた。その
結果、 ① ・③ ・④の三つの地点から出土した陶磁器

について次のように述べている「此の三地点の出土

品は略ほぼ一致して、首里城第一次拡張時代と推察

される永楽16年(西紀1418年)一宣徳2年(西紀
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1427年)の頃の埋蔵であろうと想、定される。従って

H~，土品は、大略中山が始めて明に通じた洪武 5 年(西

紀1372年)の頃より、宣徳初年代に至る聞のもので

あろうと推定されるJ。また、 ②の京ノ内西北側下
(西)については、 「此の地点は、山上品より見て、

弘治5年(西紀1492年)以降、それより程遠からぬ

時代に埋蔵され、出土品は略ぼ成化、弘治の頃のも

のが多いと想定されるJ(13)と記していて、伊東・鎌
倉の両氏の陶磁器に関する時代観は、現在において

も通用する高いレベルのものとして評価が与えられ

るようで、ある。

戦後は、大川清氏による阿ノアザナ発見の古瓦の

調査と高麗系古瓦等の分析(14)がなされ、沖縄の古

瓦研究においてひとつの指針となる論文を発表した。

多和田真淳氏は、東恩納寛↑字・伊波普猷の両氏が

称えていた尚巴志の首里遺都説の概略を説明し、考

占学的見地と編年研究から「首里へ移った察度が(中

略)他の貿易権の共存を認めた。 (中略)首里城、

勝連城、崎山子屋敷跡から第三械式の高間瓦が出上

するのはその証左だと与ーえる。さて西紀1200頃から

は支那の青磁頬が輸入され(中略)須恵器の出土が

微弱になってくる、したがって察度£が首里城に移

ったころ (1350年一1360年)にはま ったく須恵器は

影をひそめてよいわけである。もし察度以前に按司

がいたとしたら須恵器が相当出土するはずで‘あるが、

それが出土しないのはこれを証明してあまりあるも

のである。Jとし、 尚巴志説を否定して察度首里遷
都説を主張する (15)。また、多和田氏は論の展開の

中で京の内について、 「察度ヱの築いたと思われる

占城(後代の京の内) (以下、省略)Jと述べている。
首里城跡の正殿跡、京の内跡などの発掘調査の成果

からも須恵器(カムイヤキ須恵器)の出土例は希少

である点や正殿の最も古い第1J剖の基哩が14世紀代

のものであることから、多和田氏の察度首里遺都説

を裏打ちする条件が整ってきている。

次に多和田真淳氏は、 『古都首里と古図J(16)の論
文で「察度は新首里城の京之内に当たる部分(首里

城団塊の南の端)に旧首里城を建設した。御殿の瓦

は浦添城の第一類、第二類瓦を利用した。 (中略)

第一尚氏になってから旧首里城は廃止されもっぱら

神事用の京之内として利用され、新首里城へと大拡

張されたのである。Jと述べている。また、多和田
氏は、 「浦添から首里に主都が移ったのは察度王の

即位のころで、彼は後世の首里城内にあった京之内

といわれた所に城を築き、有名な「たかよそうりJ
という高楼を建てたのである。彼は「奨酉年高麗瓦

匠造」と大天の銘のある高麗瓦を浦添城から運び、

さらに両瓦の破損を補うためと、岳父勝連按司、無



第2図A 首里城京の内空間の変遷

①『首~Q城内絵図J (1703年一1707年か)

②『斤盟内地図J (1700年、 1854年)

③ P{，i球住築J(1937年)
④ f片里城熊本鎖台分遣隊配置図J(1893年)

① rut行年前首里城鳥撒凶j
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官の崎山子(さきやまし一)のために、第三高麗瓦

を汁'{!_の地で焼いている。 (中略)京之内の古城が

拡大され、名実ともに城らしくなったのは尚巴ぷH寺

代であろう。」と結論づけていて、考占資料を基本

にして伝承との整合性を計って整理したnの肖い論
文である。

伊東・鎌倉の両氏が報告した首唱城点ノ内西北側

F (丙)より出仁した明代華南彩陶を研究した亀井
明徳氏は、次のような事例を紹介して、後述の見解

を官ぷしている。 I長くボルネオ島のサラワク博物

館で、研究生活を送ったトム・ハリスンは、 (中略)鴨・

ザリガニ・鶴型水注等について、これらの陶器はケ

ラビット族(中略)が首狩りの儀式、収砲祭および

その他の飲酒をf'l'-う祭りにとくに使用する(中略)

以近までこれらは非常に価値の高い“聖なる器"で

あり、部外者が予を触れることは絶対にJ十されない

ものであった(中略)さて沖縄から(中略)とりわ

けニ彩本注などにこのボルネオの「生!なる器」と共

通する文化要素・が(7-，(Eしたのであろうか (中略)と

りわけ首里城の大日の，''''t品に注日したい ( '1'略)
京の内が神事問地で、ある点を注毘:したい。('1'略)こ

のボの内で行われた判l'・Jtとは、王権の交岱{こ1、ドう祭
事といえる。首fTI_城内で発見された大tiiの倍市彩糊

附が、束、!こ部の殿合の付近ではなく、この祭事の場

の付近であったのは、まさしく、これらが新しい支

配者を選挙する I (t~~ いの際に使われたことを推測さ

せる。(中略)これら陶措が琉球において新しい支配

行の推挙に伴う祭 'J~ に H Il 、られた型誌であるとする

見解を提起したい。J(17)と位置づけている また、
([1井氏は、首里城跡、点の内から伊東・鎌倉の両氏が

報告した華南彩陶から「この遺跡は、わが国はもと

より、おそらく全アジア地域における格!精彩陶の最

大の出土地である。J(18)との見解を示している。
白井氏の研究は、 JRの内の性枯と草l判彩利l陶の使
用'h例などから琉球壬1"1の王権の交替(新しい支配者)
に関する祭事に使用されたと結論づけている。京の

I'')の性栴(聖域)と華南彩紬陶(聖なる指)との位

置づけから推察した喝合、明解な結論であり、信憲

性は高く、支持ができるのではないだろうか。

3. r京の内」跡の発掘調査と検出遺構

京の内地区の発掘調査は、 1994年(平成6)から

1997年(平成9)までの阿ヵ年間実施されたことに

ついては、前項で述べた。ここでは、筆者が担当し

た平成 6年から平成8年までの三ヵ年間調査をおこ

なった際に検出された主な遺構等についての概要を

F
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記すことにするが、これらの遺構については、遺構

の整珂と出土品の整哩は途中であり、今後の資料整

珂の進捗によっては、治梢の年代間において修正も

必要であることを前腿にして、第 1~長を作成した。

平成6年度から平成8年度までの首里城京の内跡

の調査をとおして、 141立紀中頃ー15世紀'1'頃までの

時期lの遺構としては、野市の石積み、基喧、倉庫、

瓦Ffきの建物などの遺構が存在したようである。

千成 7年度の辿桝で注目されたのは、瓦[fきの建

物の礎石である(第 31京IA -C)。この也物遺構

(5B02)は、京の内でo1tJ(も高い地域から検出されて

いる状況から察度..:E(1350年一1395年の45{FIIIJ即位)
が1392年に数卜丈の高械をつくり遊観したr，::j世層理
殿 (2)の礎石か、 1576{ドに家譜資料にみえる失火し

た尚綾(高世層理殿?)の礎石か、いづれかの品ー般

の礎石として、今のところ考えられるが、 ，'~ L遺物

からすると14tH:紀中頃ー15世紀中頃までのもので納

まっている。建物遺構より上に堆約していたであろ

う15世紀以降の遺物包合問等については、 'j世災や琉

球大学の校舎等の造成 Iて 'J~等で撹乱されたようである。

今のところ1392年に記者度王がつく ったlf討委(臼|町層

f'lU殿)か、家譜資料にみえる1576年に失火した高峰

のいづれかに該吋するが、現時点で5・放するとすれば、

IHI-:した陶磁誌や瓦咋から後者の時期 (1576年)の

向桜の礎石かと与えられる。

この瓦葺きの建物迫桝 (5B02)が構築される前は、

礎tiの丙辺において、小物用の青銅製品を製作する

ための小型の鍛冶炉 (15世紀中頃)が 13)，~切り合い

ながら検出されている(第 3図C) 他に同様の小

型鍛冶炉が三基検出されているが、検出地点は異な

っている。

平成7・8年度に検出された遺構で注日されたのは、

ilfiJ穴遺構 (5X01)である(第3図A. D)。洞穴遺

構の人口は、自然の|制II部を加工しながら有る程度、

切り石を積み上げている。人円の根石l立卜は細粒砂

行(俗名:ニーピヌフニ)を横位に設置している事が

確認された。この制11粒砂岩は版状に加工され、石材

の端部近くには扉が取り{、J-けられたことを示す円形

状の扉の支柱受けの径が観察された。洞穴内部は、

灰色の時瓦を敷いて、漆l喰で固定していたようである。

また、洞穴内の壁の搾み(北壁~東壁)や落ち込み(南

西iJtlJ)の箇所には、野而積みで壁とし、石顧みの外

面は意図的に凹凸を付けたような加工がみられた。

有税みの外面の窪みを観察すると漆喰の一部が残っ

ていた。この状況から判断すると洞穴の噌は、全体

的に漆l住による白壁であったことが推察される。洞

穴内(第 3図D)の最下層を発掘したところ、 15世

紀中頃のベトナム染付・などが出土した。時瓦敷きの



遺構の直上からは、 17・18世紀の沖縄産陶器片など

が出土している。以上のような状況から洞穴内の本

格的な整備は、今のところ16・17世紀頃が予想される。

京の内の洞穴については、真栄平房敬氏は次のよ

うに記している「ごの洞穴には、第一尚氏から第二

尚氏への政権抗争にまつわる伝承がある。すなわち

第一尚氏王統末の革命の際、尚徳王の世子が避難し

た場所であると言われている。J(3)。また、真栄平
氏は f球陽』の「勝城由来jの項を引用しながら次
のように掲載している r(前略)尚徳王(中略)王妃・
乳母、世子を擁着して以て乱難を避け、皆真玉城に

隠る。」とし、更に 「この洞穴の北側5-6メート

ルまで離れたところに西に向かつて真玉森御識が位

置していた。 (中略)首里城発祥の地である京ノ内

の丘は、かつて真玉森とよばれ、そこに築かれた最

第1表 京の内跡の発掘調査年度と主要遺構および遺物

初の城は真玉城(真玉は接頭美称語)とよばれたで

あろうと考えられる。」と結論付けている。京の内

跡の洞穴遺構の調査結果からすると真栄平氏の論文

の信濃性が極めて高い。上記したように洞穴の北側

5 -6 m (方位に若干のずれはあるが)の箇所より

西側に向かつて、約30mの場所から御巌の石積みと

みられる根石が一部検出されている(第4図)。

この石積みが御識の石固いと成るのであれば真玉

森御識として位置づけられるのではないだろうか (第

4図)。その他に “京の内之三御j訣"と称されていた

御議石積みの根石および石積み (SA13. SA25、SA03

・SA09、SA04) の一部が、 三地点で検出されている。

御訟の一つは、南側の石積みの目地から永楽通宝2・

3枚。そして、石積み外側からヤギの下顎骨、石灰

岩製の円筒型三足香炉などが出土している。

※平成6年~平成8年度までに検出された遺構は、合計109基を数える(平成7年度の検出の洞穴内遺構 (SX01)と平成8年度検出の洞穴入口遺

構は、一連の遺構であり、実質的には108基となるが、今後の資料整理と遺構の検討結果によっては、遺構の数の噌滅が予怨される。)
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平成6年度の遺構で、第 I期 (14世紀前半-14世

紀後半頃)の遺構として報告した (19)B -13・14の

Pit. 2基と C ・D-15・16のPit.4基は、基盤の琉球

石灰岩を40cm前後の深さまで掘り窪めたものが3・

4基存在した。Pit.の直径は40-50cmを測った。Pit.

の中からウシの頭蓋骨や手指骨などが出土している

状況からウシに係わる祭杷や儀式などと関連する遺

構ではないかと判断された。

最近になって南風原町の仲間村跡から13世紀頃の

祭杷場所が確認され、クパ(ビロウ)の根元にウシ

の下顎をクパの木に沿って南北方向に意図的に五伽|

並置した状況で出土しているようである (20)。

ウシに関する祭杷・農耕儀礼は、仲間村跡や京の

内の状況から古くから存在していることが発掘調査

から推察される。その当時の祭杷や儀礼などの精神

文化の内容をある程度、窺い知ることができるので

はないだろうか。

京の内の倉庫跡に関する文到資料として、 I明貫録J(1) 
英宗実録、巻301の1459年4月5日の項で、 「天順三

年三月突未朔[甲申]鵡部奏.琉職問中山王尚泰久奏稲

本国王府失火.延焼倉庫銅銭貨物.欲11寄附搭蘇木等1~t

照永柴宣徳間例.給賜銅銭.且銅銭係中園所用.難以准給.

宜将イ古計紗貫.照宮六分京庫折支澗生絹匹.其山分

移文福建布政司.牧貯紡糸紗羅絹布等物.依時I在関給

.従之.Jにみえる失火によって焼失した倉庫として(倉
庫跡から出土した多量の陶磁器の整理と他の遺構と

関係から1459年に失火により焼失した倉庫)判断さ

れた(第3図E)。

1459年焼失の倉庫跡から出土した多量の陶磁器は、

京の内での祭杷や儀式に使用された祭杷遺物も含ま

れているのではないかと判断される。倉庫跡より出

土した陶磁器などから往時の京の内での琉球王国の

重要な祭杷や儀式を想像するとすれば、首里森御識

か首里森御訟の西側の小空間でキミテズリの神を迎

えるために、青磁牡丹唐花文花瓶・青花松栴樹文双

耳花瓶・青磁香炉・青銅製鼎型香炉が置かれた。香

炉の前には青花八宝文大合子や青磁盤(大皿)、青

磁小皿などに盛り付けられた供物が供えられ、倉庫

に保管されたタイの大型褐柚陶器壷の中から 「香花

酒(ラオ・ロン)Jを青磁大型壷(酒会壷)に汲み
移したものを御巌まで運び、祭杷や儀式が始まる前

に「香花酒Jの入った青磁大型壷から更に紅軸水注
と青磁水注あるいは青磁や白磁の玉壷春瓶に汲み移

して置き、祭市Eや儀式が始まると紅軸水注や青磁水
注あるいは青磁や白磁の瓶から琉球王国最高神女や

高級神女等が青磁馬上杯と青花馬上杯に注ぎ入れて

行われたのかもしれない。また、多量の陶磁器と共

に鉄製の錠、鎧小札、兜鉢、ガラス小玉、 青銅製香
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炉の把手、刀の鍔などが出土している。これらの遺

物の中で、直接的に祭杷や儀式と関係の薄L、鎧、兜、

刀の鍔の在り方を考えたとすると以下のオモロから

武具や武器である鎧や刀などが祭柁や儀式に使用さ

れたことが推察できるのではないだろうか。 rおも
ろさうしJ(6)第 l巻「首里王府の御さうし」の中
から二例(5・25)を挙げて記す。

「あおりやへが節J
5 ["一 間得大君や赤の鎧百しよわちへ刀う

ちい大国嶋響みよわれ文 r!局響む精高子が

又月しろはさだけで文物知りはさだけで」

25 ["一 間得大君ぎや初め軍立ちよ わちへ合

あて行き造り 敵治あわちへ又嶋響む精高子がJ
とあり、聞得大君が京の内での儀式の際に鎧や万

を使用したことが推察できるようである。

ところで第一尚氏王統 (1406年一1469年)の頃の

最高神(神女)は佐司笠(さすかさ)であ ったが、

第二尚氏王統 (1470年-1879年)にはその地位を聞

得大君に譲るが、さすかさは依然として高い神格が

あったようである (21)。

15世紀中頃まで京の内での祭杷や儀式の頂点に君

臨したのは琉球王国の最高神女は間得大君ではなく、

佐司笠であったことが推察される。京の内から山上

した多量の貿易陶磁は、前記したように京の内での

祭杷や儀式で主に使用されたのではないかと考え ら

れるが、考え方によっては、中国皇帝の使者である

冊封使を迎えた際での専用の使用。あるいは、京の

内での祭杷・儀式での使用と附封使を迎えた際の歓

待用としての料理の盛り付けや酒入れとしての陶磁

器の併用も考えられるようである。

4.おわりに

首里城京の内跡の1459年に失火により焼失した倉

庫跡から出土した多量の貿易陶磁器に関連する資料

としては、倉庫の焼失の一年前に首里城正殿に掛け

られていた I万国津梁の鐘j (鋳造1458年)がある。
『万国津梁の鐘jの銘文の中には、次のような一文

がある 「琉球国は南海の勝地にして、三韓の秀を鍾め、

大明を以て輔車となし、 日域を以て唇歯となす。 (中

略)舟揖を以て万国の津梁とな し、異産至宝は十方

剰に充満せりJ (訳文)とあり、 『万国津梁の鐘j
の銘文の内容とおりに 「京の内Jの倉庫跡から中国、
タイ、ベトナム、日本の陶磁器が多量に出土した。

沖縄の先人達が、進貢交易で国を豊かにし、財を

築きあげてきたこと を証明する と共に世界的にみて

も類稀なる貴重な陶磁器も交易によって入手している。
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将来において、京の内の倉庫跡 (SK01)から出土

した陶磁器を基本にして、 『歴代賓案J(22)などの文

献にみられる陶磁器類の量と内容等を比較し、検討

をすることのできる重要な一括資料でもある。

末尾ながら今回の特別企画展「首盟城京の内展」で展

示されている中園、タイ、ベトナム、日本の陶磁器は、平成6

年度に発掘調査を実施した際に京の内地区の倉庫

跡(SK01)から一括で出土した1，162個体の一部である。

倉庫跡から出土した陶磁器の中から平成12年6月27日

付吋で、陶磁器518個(附、金属製品一括、ガラス玉一括)

が国の重要文化財(考古資料の部)として指定された。展

示も国の重要文化財を中心に構成されているようである。

国の重要文化財として、指定された 518個の陶磁器の中

には、国内の遺跡から報告例のなかった紅利水注、青花

龍文鳥上杯などが展示されている。これらの資料は、貿易

陶磁を研究する上でも貴重な一括資料であり、世界的にも

注目されている。
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首里城京の内出土陶資器

-15世紀前半代の標識資料-
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首里城京の内出土陶護器-15世紀前半代の標識資料

沖縄県那覇市首里城跡・京の内SK01土臓検出の中国・

タイ・ベトナムなどの陶琵器は，明代の15世紀前半

の良好な標識遺物として認定できる。以下，中国陶

査器を中心にして.これらの陶琵器が， 15世紀前半に，

生産ないし、流通していたとする根拠を明確にしたい。

個々の出土陶琵器の詳細については，すでに大部な

発掘調査報告書が刊行されているので，それに拠ら

れたい(沖縄県教委1998)。

1.青花白蜜
明代前半期の景徳鎮窯製の青花白査器(以下青花

査と略す)は，ここ数年間の同・珠山御窯廠関連遺

跡の発掘調査によって明らかになりつつある。とり

わけ，洪式・永楽・宣徳，すなわち14世紀第4四半期

から15世紀第2四半期を前後する時期の，官窯青花琵

の具体的な状況が，かなり鮮明になってきた。

しかし，宣徳以降，成化以前については，年款銘

遺品がきわめて少数であるために，いぜんとして 「空

白の30年」などと表現されている。すなわち， 15世

紀第2四半期から中葉におよぶ正統 (1436-) ・景泰・

天}I国(-1465)にいたる期間の状況は不鮮明である。

これらは，主として官窯青花賞についての状況であり，

乙れを民窯青花資について広げると.的確な資料不

足は否めず，官窯琵器との影響関係をにらみつつ，

少数の資料を点綴しながら，その姿を映し出す方法

をとらざるをえない。

SK01検出の青花査のなかで，こうした方法によって，

年代の手がかりがつかめる資料を摘出して，以下に

のべたい。

< >は写真， [ ]内が挿図記号， ( )内は発掘

調査報告書の図番号と一致。

①青花碗[a](57図1-60図30) ; SK01検出の碗に

共通している特徴は，腰を丸く張り ，外反口縁で，

低い高台は内傾ないし直立であり，外側には聞かない。

文様は，外側面に牡丹ないし宝相華唐草文 ・如意頭文・

三友文など， 内底に梅月文・牡丹文 ・雲文 ・草花文 ・

「福」字など，口縁内外に四方繋文 ・2連ないし反転

雷文 ・パスパ文字などを描くことを特徴とし，直口

口縁碗 (31・33) も施文は共通している。やや大型碗

(鉢)では，人物文と腰に蓮弁文を描くものや (38) ， 

小型品および高足杯も同様の形状で，施文は類似し

ている。

(39・40)の皿もこれらに組み合わさる共通した意匠
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である。

このような特徴をもっ青花査は，南京 ・明故宮玉

帯河調査によって， 1964年にまとま って発見され，

景徳鎮東河流域窯群で生産された永楽・ 宣徳期民窯

の産品と考えられている (南京博物院1976，梁白泉

他1996) <2・3>。年代設定の根拠は，同一層位か

ら出土した官窯資器に依拠しているようである。

これら民窯製碗の原形として想定されるのは， 一

連の 「宣徳年製」款銘品である。例えば，オックス

ホード・アシュモレアン博物館X1409やデビッドファ

ンデーション美術館 (PDFと略記)NO.682の青花碗

などでは，体部に宝相華唐草文，口縁に反転雷文帯

と菊花唐草文帯，高台の唐草文の施文がされている。

SK01検出品は，この種官窯様式を原形として，個々

の文様の簡略化と高台などの文様すべての消去など

がなされたものといえる。

紀年銘墓出土品で類似例をさぐると，景徳鎮市北

郊観音閣劉家 ・針母裳竜貞墓(景泰7年.1456)出土

の碗2点では，巻雲蘭草 「福」 字銘文と巻雲蘭石文品が，

同一形態で，文様構成も近p(文物1981-2，pp.46-50)。
さらに，広東 ・羅亨信墓(天}I国1・1457年没)に随葬

されていた青花碗(口径14.&m，文物1991-11，pp.46)や，

広東 ・海康県南興鎮外国村筈蔵出土の山水文碗 (香

港中文大1989)が， SK01検出品と共通する要素をも

っているが，上記の南京・明故宮玉帯河出土品がよ

り類似性がつよい。永楽・宣徳に該当する時期の紀

年銘墓に良好な資料の出現が期待されるところである。

なお， (60図38)の鉢は，同じ高士巻雲文の意匠の破

片が，景徳鎮湖国窯の明代中前期地層から出土して

いる(景徳鎮1992，No.296)。

この形式の碗は，外鋪陶糞にもみられ，フスター

ト採集品のなかに，梅月文碗がある(出光美術館

1984)。わが国においては，和歌山・友ヶ島沖引き

揚げ品，山梨県新巻本村遺跡などから発見されており，

わが国出土の明代青花のなかで年代的に遡るもので

あることを指摘した(亀井明徳1980)。なかでも友ケ

島沖引き揚げの梅月文碗<1>は， (58図・15)などに

類似しており ，青琵碗などもSKOlの出土品とその特

徴を共通しており，並行した年代が想定できる(和

歌山市1997)。その後 新巻本村遺跡やその他の出

土例が集められている(小野正敏1982)。さらに，

フィリピン・パンダナン島沖沈没船から，類似した

青花碗・皿・維などが 青琵稜花盤・櫛目文盤など

と組みあわさ って発見されており， SKOlと類似した



器極構成である(森村健一1996)。

つぎに五彩倒花文碗について触れると，元代後半

から明代前半に通有の いわゆる枢府タイプ碗にみ

るように，口径にたいして器高が低く， I1要をつよく

張り，水平に切断された高台畳付の幅広いものがある。

例えば，香港芸術館蔵品(口径12.8cm，器高6.5cm，

香港芸術館1979，NO.138 ，香港芸術館1995，No.l3)は，

この特徴をもち，内面に印花唐昭文がみられ，破片

が景徳鎮市落馬橋窯の元代後期灰坑から出上してい

る(長徳鋲陶琵研1992，No.177・178)。これに対して，

[b] (69図1)は，腰の張りが比較的小さく，縦長の

器形に近づいている。上記の景徳鎖窯の明初堆積層

から類似陶片が検出され(同上No.289) ，同一層検

出の白査盃が洪照元 (1425)年接から出土し，年代

の1点がおさえられる。フィリピン出土品に類例が求

められ，プエルトガレラ発見のサントス・コレク

ション品は く4>，腰の渦巻き文をのぞいて類似

し (Peralta，J.T.1982)，市山佐藤美術館蔵の2点は，

器形は類似しているが，文様の簡略化は進んでいない。

(富山佐藤1999)。いずれも文様の構成・捕法は類

似し ，これらが規格化された製品であることを示し

ている。器形および略抗体の錨花文および詳細は不

明であるが，紀年銘墓出上例を勘案して，これを永楽・

洪照 ・宣徳期の産品と与える。

②百花高足杯[c](55図9) ;内面に印花文，内底に

は 「射干J，すなわち，あやめ科の「ひおうぎjを
描き，体部の三爪竜文・口縁の同市文とあわせて香

港{阿人蔵品(葉嗣藍1998閃140 口径13.3cm)とく5>. 

アメリカ個人蔵(Lee，J.G.1950，口径13.7cm)が非常

によく似ている。

外面に三爪竜文を捕く高足杯は，内底には菊花文

または雲文の2種類の描写が多く，前者例として，吉

林省博物館 (r1径13cm，国家文物局1995) .日本個

人蔵(矢部良明1974) ，鴻稽美術館(鴻穂美術館

1992) ， V&A (C311・1951) アシュモレアン博物

館 (X1387) ，ブランデージ ・コレク ション (de

Young Museum1967)などの各蔵品がある。

後者の内底芸文としては，内モンゴル赤峰大営子

元代筈蔵出土の5件 (文物1985・5，pp.89-93) ，故宮博

物院(葉伽藍1998，図139，口径13.3cm) ，アシュモ

レアン博物館(番号不詳D.H.Wikramaratna寄贈)

ピクトリア・アルパート博物館 (V&Aと略記，

C311・1951，器高9.2cm) ，アディスコレクショ

ン (Addis，J.M.1979，No.6，器高9.3cm)などの各蔵品が

あり， 他にもアメリカ個人蔵をあげることができる。

注意される出土例は，南京市北郊中央門外にある

呉禎墓1件であり(口径12.9cm) ，内底には簡素化さ

れた菊花文が拙かれ， SK01品の描法と類似している。
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墓主は，洪武12(1379)年に没し ，葬年はこの年以

降とみられている(考占1972-4，pp.31-33)。元代寄

蔵から出土した肯花高足杯例もいくつかあげられ，

河北・定興県南関筈蔵出上の訂引L 飛鳳文・寿字文

品と ，斗笠形綿丹文品であり，共伴白査など元代後

半のものと組み合わさる(文物1986-1.pp.89-91)。

江蘇 ・丹徒元代筈蔵出上の青花高足杯6件のうち，内

底の射干文は類似しているが 外面は梅月・松・竹

などで異なる(文物82-2)。また，江西・高安県筈j龍

出土品のうち9件は.内外面ともに唐草文と草花文の

組合わせであり， SK01品とは異なる(文物82・4，

pp.58-69)。

これら高足杯の，竜文は至正タイプにみられる描

法であるが.内底面の射千・菊花 ・雲文などは，い

ずれも至正タイプとは異なる略抗体であることは注

意される。これらの生産年代を，上記の南京・呉禎

墓にみるように洪武年間 あるいはそれ以降に下げ

て考・えることができょう。

③151花牡丹文縦[d](65関61) ;甑口撫府広口形で，

腰をしぼり，わずかに外反させる。外底はあさく内

挟りして蕗胎であり， 1)')而はうすく施荊bされている。

これらの特徴は至正タイプを踏襲し，文様においても，

口縁部の波涛文，肩にはラマ式蓮弁文内に，使化し

た雑京文をいれ.I1要の同文内の変形した垂下文の形も，

下述する青花崎瓶と同巧怠匠で，元青花琵の配置に

みられるものである。

しかし細かくみると，その半円形の波涛文は，宣

徳在銘品のそれと類似し(国立故内1998，No.37) 

胴部の牡丹唐平文の葉文は葉脈を白く抜き，葉端を

尖らす筆致も，珠山出上の宣徳花銘の維の表現との

関連をうかがわせるく6> (大|坂東洋陶磁1995)。さ

らに，香港芸術館蔵の天順5(1461)年銘の百花牡丹

府市貼花婿蛸文瓶(馬希位1999.2051羽)の花・葉の表

現との類似性がよりつよくみられる。したがって，

本品は，至正タイプを従文などの部分では，形式的

には残してはいるものの，宣徳期ないしそれ以後の

民窯の産品と考える。また，雄蓋 (65図60)の摂花

の周囲にめぐらされた十字型雲文は，宣徳在銘品か

らしばしば見られる特徴的な意匠であり，本品は摂

花とともに宣徳期あるいはそれ以降と考える。

これとは別に小型の唐草文雄の破片が検出されて

いる。(64図58)の類似品は，江西・新建県の朱盤拭

墓出土の5件の背花維のなかにみられる。そのうちの

1点(図版7・1 器高19.5crn)の肩に描かれた線描蓮弁

文と胴部の牡丹唐草文が類似し， JI要の文様は， (62図

50および52)の底部破片の渦巻き状の芸文であるく7>。

この墓主は，正統14(1449)年に葬せられている(文

物1973・12，pp.64-66)。同じく ，広東・東莞市重村 ・
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羅宇信墓(天)1偵1・1457年没)随葬の雄2点(器高

16.6-17.3cm)も類似している<8 > (文物1991-11，

pp.46，広東行博1992)。さらに， (64図59)は小片で

あるが，南京市午首山弘党寺塔M出土の4点、の庁花益
雄に類似しているようである(南京博1981)。この

寺は，正統年II¥J(1436・50年)に辿立された。したが

って， これら小型維の年代は，紀年銘墓山 t資料か
らみると， 1511!紀第2凹下期前後の年代幅のなかにお

さまると云えよう。

(4)，守花牡丹文悔瓶[el(63図56) ; sllil部下半をほと

んど収散させないこの形態は.手f徳以降の梅瓶に通

イiで、ある 。 3[(j自1 1には屯 '1 1文を細かくいれ • fl阿部に拙

かれた牡丹府信文は.上記の牡丹文雄と同じ子法で

あり，同時期の作とみる 肩とJl要にえがかれたi達弁

文は，問弁を入れ，縦長で尖頂形にするところは官

徳則のそれに煩似しているが，ここでも垂下文の

下半に5本の流れをつくる怠民は ， トクカプのコ匡

正タイプ牡j、l文梅瓶 (TKS15/1370)や瓢市明八角

瓶 (TKS15/1473)などに近似文があり.従文の部分

に内式なスタ イルをのこしている

(:伏ilをHけた松竹柳文刈耳花瓶[f](641ヌ157)は知

例がすくないが.デビッド財団美術館 (PDF680)の

弘治9(1496)年銘品およびほぽ同時期と与え られる

V&A品(器高60.0cm)などと比較すると，あきらか

に先行している 頭部の焦葉文は(1抜き葉脈の外胎l

に;屯に葉文をっくり. 主文は.)占部から分枝する

抑樹と，松 ・竹を組み合わせたとみられ，いずれも

かなり異形であり，いかにも民窯の怠匠といえよう。

脚部の波涛文は.横i、trtに描いており(.皮頗の左に
渦巻く波文を配する桝l'J<1で.いわゆる雲常子にみられ，

北京市文物研究所所蔵の古花~}~学訪友図純(器高

36cm)の扇舟iに煩似例をみいだせるく9> これは

天I1凶年間の作と推定され(周饗，ヰ1998) .この腰に

も二重蕉葉文がみられる。

⑤庁花食[gl(56図10・12) ;元締式青花と報告され

ている破片は.SK01から大企1(47片)と，'1'5足杯1で、

あり，その他の遺構から14片.推定10個体分が検出

されている。この盆は，符見のおよぶ範囲内では類

例を見つけだし得ず，きわめて生産量の少ないもの

と考える。議中部は.竹・草などの背景のなかにた

たずむ，複数の人物が描かれているようで，占花人

物(周業夫)文雄(大阪東洋1997)の文様構成であ

ろうか<10>。周縁をめぐる波涛文帯 ・雑セ文 ・射

干唐草文のそれぞれは 至正タイプの典型といえる。

6区画された内蓋が阪入され 身部は残存部分が少な

いが，菊花m草文 ・蓮弁文のいずれも至正タイプの
描法である。類似の形状の硯台は数例あげられ，白

資金では，本品と同じく内蓋をもち ，口径19.7cmの
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ものが故宮博物院にあるが(葉嗣盤1998-388凶)

このような大型占花盆の煩例をしらない。

ノド品は，復原議口径が30.4cmの大型品であり，大

英hF物館蔵の占花人物文金(口径 11.2cm

OA1947.7・12.168)やV&Art貰の青花牡丹文盆(J.Addis寄

贈品) ，景徳鎮dr落馬橋の元末地用出土品(集開鷲
1998， No.32， n径8.8cm)は.いずれも小品であり，
文械構成も異なる。モチーフがやや似ているとみら

れるのは，インドネシアのマリク・コレクション，'ij!，(口

径13cm，Adhyatman S.1980，No.34)があるが く11>， 

明代前半の文織が拙かれ 破片では北京個人級品(葉

侃能1998，tifi凶30A)にあるが，その他に矧例を見い

だせない。

この他に.ベトナム山花貼花文瓶が検出されてい

る (77閃9) 0 !l阿部・頚部・腰部に栴狭間形の窓を各4

筒所あけ，花文を透し彫りのようにl[市り付け.その

縁には赤色の顔料が塗られている U縁は8角形.頚

部には葉脈を(1抜きにした焦葉文，鋸佳i文併をはさ

んで.胴部には宝相Jjji文を千|抜きにし，外底部はチ

ョコレー トブラウンを塗イfiしているむこうした瓶は.

従来例をみないものであったが， I品近知i以JIllが，ホ

イアン沖沈船から数個体づ|き揚げられている く25>

(Hoi An 2000) 話形および施文など基本的によく似

ており，接近した時間lの所産とみるが頭部の形状，

焦能文や胴部の地文の紺|かい表引は.SKOIM，の}-jが

丁寧なっくりである。両荷ともに，窓枠の外周に丹

とみられる赤色顔料を塗布しているところは，元青

花資H市花花子，:文雄(河北 ・保定7k;i;!;路出上JJ!など)

の紅事uを想起させる。

2.青護
SK01からは.多くのfT箆が検出されているが，青花

査などと比較して，年代設定の明|僚な根拠がすくなく，

一般的に承認されている説を援用せざるをえない。

①167琵碗;ここから検出された碗を，できるかぎ

り細分しないと，実IJ花謹弁文，雷文帯(蓮弁文・唐

草文) ，印花文(こ3分でき，施明I!JJ法は主に外底の環

状利1剥ぎである。

このなかで，直口の'函文帯の資料数が多く ，f.本部

に蓮:fr文を刻むタイプについては，かつて14世紀中
葉ー15世紀前半の年代を推定した。これに大きく修

正を必要とする新出資料がなく，現在でも変更の要

はない。検出されたいわゆるラマ式蓮弁文タイプの

うち，比較的施文が丁寧とみられる (26図14)など

においても，かなり弁が変形し，形式的には上記存



6.青花花唐草文蓋雄景徳鎮珠山遺跡出土

7.青花蓮花唐草文蓋纏 江西・朱盤賦墓(1437年)出土

8.青花牡丹唐草文蓋雄 広東・羅亨信墓(1457年)出土

9.青花携琴訪友図嬬(部分) 北京市文物研究所

10.青花人物文雄(部分) 大阪市立東洋陶磁美術館

11青ー花花文食 Adam Malikコレクション

12.青資雷文帯碗 トプカプサライ博物館

13.青花花唐草文碗 国立故宮博物院

勺''
oo 

f 

g 



続期間内でも後、1::'の時期が推定されよう。

閉じ く首文慌で， 体部の内外に刻花組花唐1jt文を

配するタイプのうち， [h] (511文11)は. トプカプサ

ライ博物館蔵鉢<12>σKSと略記， 15/9，No_517，口

径33cm)に法量および施文が類似する。こうした文雄

構成は白'徳J~]の青花喰相華川市文碗(国立故宮

1984)と煩似しているく13>0 I肘初の??花碗の唐草

文様は.ほとんど宝相培と牡川文で占め られ.起草

文のみの府草文はみいだせない。屯泉窯において，

宵徳ないしその，((後に .， IÌ~口で.腰を張る青花碗の

(，~形とともに，世相華を注華文に変えた棋写と推定

したい

雷文帯碗のなかで，もう一つ注怠されるのは，内

外面ともに印花文によって飾られた (28[ヌ132，33)に

代表される I下である 1 I縁内外の雷文帯は.反転

述統形で，内側I(IIに蓮花山中:文.内底には花 ・，U文

など，いずれも型によって押印されている。そのな

かで， [i]の内側而には花文の問に人物が柿入されて

いるが.III-2碗において人物を施文する芯:匠はj乙代

にはみられず，明代になって取り人れられた構|刈の

ようであり，これを主文とする故事文(人形手)の

な匠をうかがわせる

I51完故事文碗には，紀11'-銘共{、I~資料があり， 1つは

湖北 ・点山県被縦河の弘治15(1502)年陳恩礼k:)i

忠(朱((1謙1998.No_263. n任14.5cm) <14>.他

は江鮮・治安県の玉鎖夫UfJ;であり.1495-1505年の
1'11]に葬年が求められる したがってこれらは.15世

紀後下・ボから16世紀前、ドに生局2年代が推定できる。

他に政事文碗はかなり多数があり，龍泉山%l博物館(湖i

~r:文物 J"H998) ，故宮博物院 (漸江軽工業庁1966.

No.69， 1 I径17.5cm)，バッハロー博物館(Hochstadt-

er. W.1946) . ~京i反!;;五京刺{叶|凶昌立h陣与物館 (σTG2お37η2，幻，Jl「円-寸I(任壬1凶8.1cm). 

伝石川リ県『んL小松 1山1j波佐谷/川|

1336， r I任17.8cm)などの各蹴品をあげておきたい。

これらの怠|ぽは， r孔f憶顔回Jr韓信武忘--tJ i李
1"1功者巻Ji真 f破棋開」などの故事題材の怠匠と

銘文がみられる 簡略化されているものでは 「牛氏」

「兵女Ji(白押Jなどの文字の棋-に，それぞれの故

事文が型押しされ，碗心の佑文内に 「福Ji孜Ji可工」

[紅Jr白jなど1字，あるいは脱文などとの組み合
わせ文がみられる。

(33)は，こうした故事文と比較して，人物が唐

草文の問に単体で挿入されているだけであり，銘文

もなく ，故事文とはあきらかに意匠を異にしている。

しかし，この内側面の主文様の内容をのぞくと， 印

花雷文帯・内底の印花文 および直口の器形をふく

めて共通した要素が看取でき これが後に定型化し

た故事文碗への先駆となる意匠ではなかろうか。なお，

-88-

故事文碗は，屯泉大窯yt5から発見されている (漸江

省博物館蔵， 981013:長見)。

②1sf査盤;検出された青支盤の類例は，いくつか

確認でき， 例えば (42図2)は，トプカプサライ博物館

TKS15/1054 (No.341)， (42[刈3)は，同TKS15/910

(No.256)， (43[2{17)は，問TKS15/298(No.292)，あるいは

15/189 (No.295)， (44凶21)は.同TKS15/36(No.462)に

それぞれ類似し.[${j $.求編者のR.Krahlは，いずれも15

世紀 (前半)の年代を忽定している(KrahI.R，1986)。

また，同じように[j](43図7)については.内底の印花

文を花文ではなく，山銭文とする同タイプの寧波博

物館I!II~ (朱{白謙1988.No.269.口径41cm)を く15>. 

明代，おそらく前、ドと考えられている。この他，同

様な Ilf査盤の年代を I~J代前半に想定することに，内

外の見解に大きな異論はないようである。

しかし，これには明確なf1~拠が必ずしもあるわけ

ではなく， I87イと:%l.の文様との知似性，元あるいは明

初のタイ プとは異なるとする漠然としたもののよう

である 元代の盤，例えば，新安沈船引き似げ品と

比較すると ，利l色においては.占みが少なくなり，

黄色みをおびた緑を法調とすること，施文においては，

個々の文様が小型になり .rii体での表現よりも，組

み合わされて絵画的な紺|かさがあり，彫りが浅くなる

貼花文はほとんど姿を消して.同l花文が多用され.

また全体のっくりに厳しさ，鋭さがなくなり ，例え

ば桜花盤の輪郭線が，丸みをおび，休部側の内側線

も緩やかになる。

しかし，こうした指摘は これ白体つねにあいま

いさを伴っている 元代との明瞭な州連にも見えそ

うな司施軸方法においても .I臼台笹川・き露胎は少な

くなり，輪状糊剥がWI加するが，これも元代にすで

に-f;fSではみられ，また明代に多くなる臥lttA台も

元代から始っている 上記の庁笠碗については.庁

花との文械などの知似性をもって年代推定が可能と

考えているが.器においては，青花との文様の共通

性は探しだしえない。印象として， 別代の洪武期で

はなく ，永~ . 宣徳一天順ではないかと推定するに

すぎない。

しかし，元代盤との差異を客観的にのべることが，

まったく不可能で、はなく わずかに以下の点で指摘

できる。直U盤の場合 口径を1としたときの高台径

の比率が，新安海底引 き妨げ品7例でみると

0.61・0.70であるのに対して， SK01品3例は0.50-0.54と，

高台径が小型化し.低く，より中心に近い位置につ

けられる。円縁部の特徴として，新安例では，わず

かに外反させるか，端部は体部の厚さを維持してい

るのに対して， SK01品は外反する場合も肥厚させる。

南京中華門外発見の永楽5(1407)年の末歳墓出土の印



14.占琵印花故事文碗 湖北-陳思礼夫妻基(1502年)出土
15.育資稜花古銭文盤寧波市博物館
16.古資八角櫨 トプカプサライ 博物館
17.育資稜花皿 江西・貌源夫妻墓(1444年)出土
18.育資蓮華文瓶(1454年刻銘) デビッド財団美術館
19.青査蓮花唐草文瓶広東省博物館
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花文盤のU緑が肥厚し(朱伯謙 1998.No.270) .閉

じく永楽16(1418)年に葬られた南京市中華門外の西寧

侯夫人葉氏墓出上の印花四渇文盤も同じ形状を呈し，

高口比率も0.52である(朱伯謙1998.No.271)。外底

部に限状の軸剥ぎをいれるが，新安例では r臼台内

側に接する位置にほそく.ほぽIE円形で、あるのに対

して.SK01では.やや内側に人れ，太くかっ不正|ヰ

形の例が多くなり.上記葉氏芸品も同じ状態である。

折IIの場介.SK01では内面に櫛ないし箆による欣

射状文+印花文がおおいが.新安例では櫛日放射文

はみられず.SK01の箆文は.その問IWiが粗であり，

内底中央の刻花文は少なく 印花文である。折口の

断面凹形が，新安例は深く.SK01では浅く，端部を

引き l二げてはいるが，平縁に近い形態である。高il

比は変化しない。手111剥ぎのやりJJは，直口幣と類似

している。盤については.元代との義異はこうした

断片的な指摘に終らざるを得ない。

??交八戸l盤[k](41図5)はいずれもII縁に反転古

文と花井文をいれ，内庇は印花花文の小型171である。

トフカプサライ昨物館品 <16> (TKS15/419， No.366， 

U径35cm.山光美術館1990.N 0.10)やPDF271(r I 

径22.0cm)は.ft.J干文が下寧であり， 内底は刻花IJj

銭紫ぎ文， 11ii者の外面に焦葉文を刻む大型171で、あり.

形式的には先行する。SK01品は.雷文からみると，

15世紀前半と考えられる。

小型盤である持花外反JIll[l](41図1ー3)は.内外

而に刻花文をいれ，法景が少し大きく (LI径15cm前後)

15世紀後、|生以降に一般的になる文様が簡略化され

外而の文械を省附したもの(円径13cm前後)とは異

なり，その祖形と推定できる 同巧例が，江西・永

修県梁家山正統9 (1444)年の税源夫主墓から出 k

し(円径12.7cm.考古1973・5) <17>，さらに景徳

鎮窯製青琵とみられる 「大明宣徳年製J銘の桜花皿lが.

故宮博物院(国立故宮1988，No.69， LJ径8.7cm). 

上海博物館(番号不詳) 大和文華館(大和文華館

1991)などにあり，珠山御窯廠関連遺跡からも発見

されている(香港芸術館1989)。この形態の皿は，

やはり15世紀前半と考えられている口径20cmこえる

盤 (TKS15/578，No.395，口径22.5cm)を小型化した

共通性がある。

③青査刻花牡丹文瓶[m] (50図1) ;この瓶は(器

高62.7cm)，元代と推定されているもの.例えばト

プカプサライ博物館TKS15/672(No.206)器高46cmと

比較すると.胴部に張りがすくなく，スリムであり，

頭部は太く，短く，腰のしぼりがみられない。頚・

胴部にめぐる牡丹唐草文は浮き彫りにされ，腰の蓮

弁先端は丸みをおびている。

乙うした特徴をもっ瓶として， PDF (No.238)蔵
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の景奈 5 (1454)年刻銘品があげられる(器高

70.5cm) < 18>。共通している特徴は，スリムな胴

部の形態.下!底ちかくの皿阪入部の外出に突，肝をめ

ぐらすこと，頭部の款銘部をのぞいて.文様構成(牡

丹府草文+痩身蓮弁文)が!日!じであり.持草色の利l薬

が掛けられていることである。とくに.下底ちかく

に突帯をめぐらすことは，元代と考えられている七

記の卜プカフサライ博物館蔵品や，同じく PDF237の

奈定4(1327)年刻銘品(出高44.0cm)にはみられな

い特徴である。逆に15世紀前半のPDF(No.239)の電

徳7(1432)年刻銘111琵瓶にみられ.鎌倉・住長寺伝

世品 (鎌倉I'EI宝館1987).広東符博物館 <19> (広

東省博1991，No.102 ，器，':~53cm) ，ストックホルム

東アジア博物館 (No.149，器高62.5cm，ストックホ

ルム陣1976)，ジャカルタ国立|持物館 (No.1652，器

商51.0cm，ジャカルタ博1977)などの各経品にみられ，

これらは施文構成や周ラ法も共通し，防j代前半月lの??

支j民の指標として指摘できる。この腰部突帯は，底

皿I長人の近くにあるが. (1¥綾それとの技術的な関係

はみられない。 しかもその後と与えられる瓶にも突

帯は消えており.15世紀前半代に限定できる特徴と

して理解したい。

④訓海奄;元代の，例えば，新安海底引き妨げの

酒海世の特徴は.頭部が相対的に長い立ち上がりを

もち，胴上、下部で半球状に張り出させ.鏑文世の場

合はJI要をつよくしぼっている。これに対して. f泊

香美刑」銘品をはじめとしてSK01から検出された洞

海査に共通する特徴は 頭部の立ち上がりが短く

胴古11の張りが小さい。蓋に反りをいれる場合は，元

代では大きく反転させているのに対して， SK01品は.

反りl隔が非常に小さく 端部をつまみ上げる程度で

ある。

fi，'香美j円」 銘占~I[n] (46閃3，器高26.3cm)の類

品をさぐると.ふくい!桜田美術館品 (ふくい藤田

1997，総rt135.0cm)がく20>，鉄軸獅子形$Hを付け.

同一文字をいれた蓋とあわせてよく類似している。

東京|玉|立博物館の広田松繁コレクション品 (TG2510，

器高35.6cm)も，開光部内の苫体，その聞に花実な

ど四季花図，先端が尖り，細めの蓮弁文，短い頭部

など共通している部分が多い。他に ，故宮博物

院 <21> (器高おcm，朱伯謙1998，No.247) ，マリク・

コレクション品(器高33.5cm，Adhyatman S.1980， 

No.20)にも鉄軸獅子型紐蓋がつき，パウアー・ コレ

クション品は(器高33cm，Baur1968，A108) ，同形の

蓋をもち，胴部には開口部の替わりに縦区画内に文

字と果実文を配している。

トプカプサライ博物館にも類似の葦がみられる

σKS15/49，No.538)。文様の細部は異なるが，いずれ
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20.青資「清香美酒j銘酒海壷福井藤由美術館
21.青査 「清香美酒」銘酒海壷 故宮博物院
22.青花花盆 卜プカプサライ博物館
23.青資線刻細蓮弁文碗 群馬・上栗須寺前遺跡SK5921出土
24.白琵角杯群馬上栗須寺前遺跡、SK5921出土
25.青花貼花文瓶 ベ トナム・ホイアン沖海底引き揚げ品
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も器形は，上記の特徴をもち，明代前半期と考えら

れている。なお，同様な施文・制調の 「治香美酒」

銘瓶がV&A(FE.34・1972)， トプカプサライ陣物

館 (TKS15/671.No.371)にある。

SK01検出の他の酒海宣では. (47図7)がトフカプ

サライ博物館品 (TK15/49.No.540， (，~高)と.牡

丹唐昭文や底部の作りが似ており， 151世紀に位置付

けられている。東京国立博物館σG712，(.~高 18.5cm)

と肩の雄弁文のイ111Rをのぞいて共通している。

⑤青琵花盆[0](54図5)は，素文の鍔状口縁で.開

光部の透かしの形状・施文が鈍いっくりである。口

縁は稜花形につくる例がよくみられ.V&A(c234・1938，

揺高17.1cm)品で、は，7桜花.511占|所の穿孔で，透かし

部分には二重線によって力強い刻文がみられ.台部

の切断[Uiや施利lを勘案すれば.これを元代のものと

与えたい 。 東京 ・ 八王 f城J止~宮部採集破片(八

王子市郷土博物館)や.ジャカルタ IJiI立博物館

品 (No.2217，器出17.0cm，ジャカルタ昨1977)は，

これに矧似し，線刻文が太く19W京であり，楼花円縁で，

っくりが丁寧で、ある。それに対して，東京国立陣物

館(TG518，器，':G16.3cm)， トプカプサライ問物館

TK15/68 (No.542 ，器高15.5cm)< 22 > ，内モンゴル平

地泉行政|滋右前肱土城子中出城/l'，t品(文物19574)は，
結花形1I緑にっくり，線刻文もみられるが，いずれ

もやや鈍く， SKO旧1検I山J'，川"

の14世紀後半カか泊ら15世紀前半と与えたい。

3.白蜜
SK01検出の1'11誌では，碗 (66凶2・6) ，小皿[p](67 

12{)16-18-20) ・;f:1-(67図22・24)をとりあげる。これら

は胎上・制調がよく似ており，わが国の遺跡から，

この組み合せで、，11'，上しているが，中国での良好な出

仁例に抜しえない。

わが同のおもな出土治構をあげると，千葉・篠本

城跡では，この小皿17点が.常滑9・10期，占瀬戸後期

械式などと共に検出され 15由紀前半期に遺物のピ

ークがある(道沢明1998)。函館・志苔館遺跡では.

2は多くないが碗・杯・小皿が， 15世紀前半と推定

されている珠洲焼と組み合わされ(鈴木正語1986)

十三湊遺跡でも知似した様相をみせているようであり，

いずれも15世紀中葉に廃絶したとされる断片的な史

料もこれを補っている。碗は腰を丸く張り，高台畳

付を|幅広く 削り， 利薬が白濁色に呈発する，ピロー

スクタイプと呼ばれている一群であり ，従来14世紀

に出土例が多いとされている。

群馬・上栗須寺前遺跡のSK5921土壌からは，白資 ・

小皿3，角杯5，青琵 ・細蓮弁文碗1，蓮弁文0ll1，印

花文皿1が，銅製 ・火舎1，柑子口花瓶1と一括塩!納さ
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れた状態で検出されている(群馬県教委1996)。こ

のなかで.年代の指標となる青交線刻細蓮弁文碗

は く23>，半円弧を口縁に連続して線刻し ，縦線を

L、れることによって起弁文につくる施文方法である.

こうしたタイ プは， 15世紀'1'葉を uuとすると考え
ており，椋識遺物として， 111梨・新巻本村市上品を

あげた(亀井明倍、1980)。しかし.SK5921山上碗の

蓮弁形をこまかくみると 2弁単位のやや幅の広い形

であり，上記線刻紺|趨弁形式にみる.口縁に沿って

山形文を連続線刻し，細い弁とする形とは異なって

いる。これは.竜泉女福窯など竜泉地域に生産地が

求められ(考山1981・G 図版12-4) ，類似した施文は.

広東・恵陽白馬山窯においてもみられる(考市1962・8.

pp.414・415)。さらに興味深いのは，さきに苛花碗で

ふれた15世紀前半と推定するフィリ ピン ・ハンダナ

ン白川』沈波船から，これと知似した辿弁文の汗資碗

が発見されている(森村健一1996) したがって，

このSK5921土坑から出土した自室小肌・角杯 <24>

も15世紀前、|モの年代と推定する。

4.小結
以 t.青花 ・青jt.臼査などについて述べたが，

ここでSKOHH土陶完結の年代についてまとめておき

たい。

まず青イE:zt.の年代について.腕は，永楽・官徳期

民窯の産品と報告されている南京.r川政宮玉，JP河出

土例に非常に矧似し.紀年針í~共伴資料で、は，対泰・

天順年間に類似した要素がある。tI:丹文雄の主文は，

宣徳掬jのそれと共通した要点が看取でき，小型躍に

ついては，正統年間の朱盤拭基や，広東の天順年間墓.

梅瓶・獣首瓶の施文は'宣徳一天順期とみられる。

このように .15世紀前半から中葉に比定できる青

花が多いが，人物文金は，元代至正様式である。また

高足杯、や五彩~花文碗は ，元代筈蔵出土品とは異な

るが，前者は，南京 ・洪武1379年墓に類似し，後者

は水楽一宣徳年間と推定できる。こうした15世紀前

半の陶査器組成のなかで，至正・洪武様式が一定の

割合で混在することは，南京・宋歳墓 (7I'Z楽5・1羽7年)

など，明確な例だけでも数件は指摘できるところで

あり.むしろ随葬遺物あるいは消費地におけるノー

マルな存在形態として 通常の状況といえよう 。し

たがって.SK01出上の青花査の年代は.15世紀前半

から1'1'葉の間， すなわち.J}，楽から天順の問と推定

する。

青査の年代について，量的に多い刻花雷文帯碗は，

14世紀中葉一15世紀前半の年代であり， SK01出土品は，

ラマ式蓮弁文がかなり変形し，上記存続期間内でも

後半の時期が想定される。雷文帯で刻花蓮花唐草文



をめぐらす碗は.宣徳期の青花宝相華 ・牡丹l青草文

碗のモチーフとの共通性が看取できる。盤は， トプ

カプサライ博物館などに同巧例があり.それらは15

世紀前、ドの年代が想定されている。元代盤とは，軸調 ・

施文・焼成方法などにおいて.異同点が指摘できるが，

必ずしも 明確とはいえな~¥ 0 しかし，直口盤の高台

および円縁形態は， 15世紀初めの宋最墓出土資料

に類似し，綾花外反皿は，江西・永修県繋家山正

統 9 (1444)年の鋭源夫妻墓や， i大明宣徳年製J
銘の段イE1ITLに類似している。

刻花牡丹文)低は， PDF (No.238)所属の最奈

5 (1454)年刻銘品に類似し 下底ちかくのI阻阪人

部の外而に突帯をめぐらす特徴をもち，同じく

PDF例0.239)の立徳7(1432)年刻銘青査瓶にもみられ，

pずれも15世紀第2凹半期前後である。 i消香美酒j
銘品など酒海宣は，頭部の立ち上がり，胴部の張り，

蓬の反りの形態などの点において，元f~の形態とは

異なる。jai-2花盆についても，綾花口縁ではなく，

鈍L咳IJ花文である点は，元代の製品とは考え難い。

次に仁l査については，碗・小皿・杯は，わが凪の

遺跡から，この組み合せで出土し，群馬 ・仁栗須寺

前遺跡のSK5921上域の一指遺物にみられるように，

共伴するヴ資腕は， 15世紀前半であり.他に15世紀

中葉までに消滅した史料をのこす城館枇の出土例が

ある。

この他に，考察をくわえる資料をもたないが.1111 

藷瓶形の紅前I1.監利品も，必ずしも元代に限定され

るわけではなく，明代前半に位置づけられる可能性

も十分にある。ベトナム青花琵・タイ褐和l陶器など

については.考察の力をもたないが，この年代幅の

なかで大きな手前は生じないと考える。

これらの111花・肯琵 ・白査と同じような組合わせ

をもっ遺構が，福井県吉田郡永平寺町の興行，'[=辿跡

の第2遺構聞で、ある(冨山正明1993)。京の内出土ITI

と類似しているものを柄弧内でしめすと，古資では，

雷文帯蓮弁文碗(京の内報告25図1-16) ・表IJ花蓮弁文

碗 (23図2・16) . FI1花文碗 (30図1-32図27)などと，
雷文併と人物文などを印花で施文した碗 (28図33)

粗い鏑文盤 (45図28)および櫛描文盤などが検出され

ている。白髭では，碗 (66図1) ・小皿 (67図16-20)

角杯 (67図お'24)などがあり.青花宝相華唐草文碗 (57

図1-9)にそれぞれ類似している。 しかも.この遺構

面は，炭化物の堆積する火災後の整地面であり.史

料によって応永13(1406)年の創建から5年後の寺の

移転の問，ないし1440年代の再移転頃の可能性がある。

首里城京の内SK01を15世紀前半と位置づける傍証と

して掲げたい。
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以上，青花・青査・白査を通じて，その年代につ

いて15世紀前半から中葉において，生産・使用され

た組み合わせと結論する。調査者である金城亀信氏は，

SK01遺構の年代について， r察温本中山世諮j記載
の志、魯・布里の乱 (1453年)および， r明実録j記
載の1459年の王府失火による いずれも王庫焼失の

記事に基づき，その下限を1453年から1459年に求め

ている。私は，陶琵器の年代考定から，この結論を

支持し， 15世紀前半 ・中葉における外鋪地における

中国陶琵器の存在形態と結論したい。

どの遺跡においても ，ある程度の年代設定が可能

な陶琵器は，全体の出土品のなかで少数であり，そ

のなかで組み合わせによって，年代の蓋然性を求め

ているわけである。とりわけ明代前半については良

好な基準的な資料は無いといってもよく，その意昧で，

本SK01検出の陶琵器を， 15世紀前半の基準資料とし

ての仮説を提示し， 他の出土例などの出現によって，

加筆・修正されればよいと考えている。SK01検出品は，

その素材として十分の価値を有していると確信する。

[参考文献]
※出光美術館1984;出光美術館編 『陶磁の東西交流J190 

医INo.126・127，出光美術館，東京

※大阪東洋1995;大阪市立東洋陶磁美術館編 I皇帝の磁器

一新発見の景徳、鎖官窯JNO.61 ，大阪市立東洋陶磁美術館，

大阪

※大阪東洋1997;大阪市立東洋陶磁美術館編 『東洋の染付1

NO.3.大阪市立東洋陶磁美術館，大阪

※沖縄県教委1998;沖縄県教育委員会 f首里城跡ー京の内

跡発掘調査報告書(l)J 沖縄県教育委日会，那覇

※小野正敏1982;小野正敏 115・16世紀の染付碗，皿の分

額とその年代」貿易陶磁研究2，pp.71・87，日本貿易問磁

研究会，東京

※鎌倉田宝館1987;鎌倉国宝館編 f特別展 ・青磁の美j

NO.23 ，鎌倉国宝館，鎌倉市

※亀井明徳、1980;亀井明徳 「日本出土の明代占磁碗の変遷J

『日本貿易陶磁史の研究j所収，pp.298・334.同朋舎出版，

1986，京都

※広東省博1992;広東省博物館編 『広東省博物館蔵陶査選j

NO.102， NO.121 ，文物出版社.北京

※群馬県教委1996;r上栗須寺前遺跡群皿J3区一藤岡市
上粟須寺前，第l分附，pp.448-456， 1洋馬県教育委員会他，

前橋市

※景徳、鋲陶琵研1992;景徳鎮市陶琵考古研究所他編 f景徳、

鎖出土陶変j香港大学潟平山博物館，呑港

※i鳴結美術館1992;鴻結美術館編 『天民楼背花査特展1

NO.16切口径11.5cm，i拘棺芸術文教法金会，台北

※国立故宮1悌4;国立故宮博物院編 『明代初年完器特展目録j



NO.27 ， I~立故?な昨物院，台北

※国立政宮1998; IJil立故山 hF物院編 『明代官官忠官窯 I'flt~特

展図録j国立政宵陣物院，台北

※国家文物局1995;国家文物局主制 f中国文物粕華大辞典

一陶責巻JNo.565，上海辞A引版社，上海

※周壁1!H998;周盤苫主制 f中国暦代景徳鎮定詰 Flfl巻j

pp.I44.中|卦錨li診出版社，北京

※ジャカルタ陣1977;アブリド編 『東洋陶磁大観3・ジャ

カルタ副立博物館j講談社，東京

※朱伯謙1998;朱伯謙主制 『龍泉窯1af窓j芸術家出版社，

台北

※鈴木正J81986;鈴木正話他 『史跡志苔館跡j函館市教育

委員会.函館

※ストックホルム博1976;ブ・ユリアンスヴア ッドt漏 『東

洋陶磁大観9・スト ックホルム-*アジア陣物館j講ぷ社，

東京

※漸江椛工業庁1966:漸江省軽工業庁他編 『龍泉育支j文

物出版社，北京

※漸江文物局1998;漸江作文物In)編 『中同屯泉町立j

NO.145.器高8.1cm，海i江脱影出版社，杭州

※"*博19卯;東京凪立博物館編 r:ru京凶立博物館図版 I~IU ・

中国陶磁節目J，東京国立悼物館，東京

※富山佐藤1999;白山佐牒呆術館編 『フィリピンにわたっ

た焼きもの-J磁と白磁を中心にj富山佐藤美術館.

NO.140・141，日山市

※冨山正明1993;冨山正明 「福井県興行寺遺跡1'1'1上の陶磁日*J

貿易陶磁研究NO.13，pp.127-133 ，円本貿易陶磁研究会，

東京

※ふくい麟回1997;ふくい雌問美術館編 「中1m古磁の名品

展目録J，総尚135cm，財団法人ふくい藤由美術館，福井

(同館から写真挺供)

※香港芸術館1979;香港東方陶登学会編 『東市硬変興中国

出口琵JNo.138，香港東方陶査学会， 香港

※香港芸術館1989;香港芸術館編 『景徳鎮珠山出土永梁宣

徳宮窯琵器展覧JNO.67 ，香港市政局，香港

※香港芸術館1995;香港芸術館分館茶具文物館編 『出蛙資

色浮一難桂祥基金絹贈中国陶登JNo.13，寄港市政局，

香港

※香港中文大1989;香港中文大学他編 『広東山土五代至清

文物JNO.75 ，広東省博物館他，香港

※南京博物院1976; I南京明故宮出土洪武時期琵器」文物

197&-8， pp.71-75， 

※南京博1981;南京博物院他編 『南京博物院展JNO.115 ， 

名古屋市博物館他，名古屋

※馬希縫1999;馬希桂 f中国青花琵J205図，上海古籍出

版社，上海

※森村健一1996;森村健一「フィリピン・パンダナン島沖

沈没船引き揚げ陶磁器」貿易陶綴研究No.16，pp.l11・125，

-94-

LI木貿易陶磁研究会，W:京

※道沢明1抑止 遊沢明 「千葉県篠木城跡の発掘と出土陶磁器J

貿易陶磁研究No.18，pp.113-124，日本町易陶磁研究会.

東京

※矢部良明1974:矢部良明 『元の染付(陶磁大系41)J 

No.62，平凡打.，東京

※大手u文1書館1991;大和文華館制 f大和l文筆館所説品図版

目録7JNo.139.大和文i書館司祭良市

※葉側位1998;:集伽l熊 『元代琵器j九洲l羽.!f1'1'1版.北広

※梁内泉他1996;r朱明遺不一1有京明故宮出土陶詑j
NO.73・94，件l京博物|院 ・香港中文大学文物館，香港

※利取山市1997;和歌山市教育委員会編・発行 I和歌山市

加λ:友ケ島沖1'1'1上の陶磁6~J NO.81.和歌山市

※Addis.].M.1979; Addis.].M. Chinese Porcelain 1示。mtheAddis 

Collection， British Museum Publication， London 

※Adhyatman S.1980; Sumarah Adhyatman Koleksi Keramik 

Adam MaJik， NO.34川leCeramic Society of lndonesia， Jakal-

ta 

※BaurI968; Ayers J.1万eBaur ColleeLIon， Geneva -Chinese Ceram・

ics vol.one， Collections Baur・Geneva，Geneva

※de Young Museuml967; AvelJ' Bl1lndage Collectio/l Chinese 

Ceramics， pp.109， de Young Memorial Museum， San Francis-

co 

※Hochstadter.W.l946; Hochstadter.W Early Chinese Ceramics 

I11 the Buffalo Museum ofSci叩ce，No.61，口径18.2cm，New York 

※Hoi An 2000; Treasures from the Hoi An Hoard， NO.203・

213， Butterfields Auctioneers Corp， San Francisco 

※Krahl.R，1986; KrahI.R，& Ayers J. Chinese Ceramics in the Topka・

pi Saray Museum 1， Sotheby1s Publications，London 

※Lee.J.G.1950;Lee.].G. Ming Blue and White，NO.8，官leArt Insti-

tute of Chicago，Chicago 

※Peralta.].T.1982; Peralta.].T.Kayamanan-PottelJ' and Ceramics 

from the Arturo de Santos Collection， No.54， Manila 



琉球の対外貿易路と京の内跡出土の陶磁器の流れ

ベトナム脊花
花唐草文菌取瓶
(ベトナム)

褐柏陶器 (タイ)

青花八宝文大合子 (中国)

a畠 那覇

〔琉球〕

b 

備前焼 (日本)

長 4

<:>・，

(但し、粉背沙6.yについては、首里械M下之御庭他での出土)
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用語解説

首旦城(しゅりじょう)Shuri Castle: 
さっと リ。うきゅうしdぶん

県内最大のグスクで、伝承によると14世紀頃に察度が築城し、琉球処分 (1879年)までの約500年間琉球王国

の王宮として機能した。標高1OO~ 135mの琉球石灰岩の丘陵上に位置し、グスクの規模は、東西370m、南北

213m、面積46.167併。首里城は、大きく兵革と品、訴で構成され、タト郭には皇、議の最3Fすや支議内ぺ品、昼、荷を開き、
ずいせんもん ぴふくもん しゅくじゅんもんはくぎんもん う えき せいでん 苦んでん lまくでん もくぞうf.)¥o?，)i

内郭には瑞泉門、美福門、淑111買門、白銀門、右披門などを設け、正殿、南殿、北殿などの木造瓦葺きの諸宮殿など
きだん

政治の中枢的な施設を建立した。正殿跡の遺構確認調査 (基壇は、第I期から第V期までが重複)で、第1期基壇

は14世紀代に位置づけられている。

常の肉(きょうのうぢ)Kyonouchi: 

「京の内」は、首里城内郭の南西側に位置し、場内で最も神聖な空間。京の内の語義として、 「けお」は「セジJ

(霊力)の同義語と考えられ、 “神または神の霊力"の意味を持つ。また、民俗学では、神が降臨する大岩の頂上

や岩島・小島を「京 .きょう」と称している事例などから、京の内は、神が降臨する聖なる場所と考えられる。首
しゅリむいうたき まだまむいうたき きょう うちのみうたき

里城発祥の地ともいわれ、京の内には、首里森御獄、真玉森御嶺の他に“京の内之三御獄"と称された三つの御嶺

があった。首里森御癒を中心に、降臨神であるキミテズリの神を迎えて琉球王国の歴代国王の即位決定をはじめ国

王への託宣など、王国の重要な祭杷が執り行われた。

経刊誌(うたき)Utaki: 
闘いし4 ぞれいしん しまもりがみ

村落の背後丘陵上にある拝所のことを御患と称し、村を愛護する祖霊神、島守神、ニライ・力ナイなどと関係す

る聖域のこと。沖縄諸島では、御頴同義語のムイ、ウガン、グスク、宮古諸島ではスク、八重山諸島ではオン、ワ一、

スクなどと呼称してきた。首里城内の御患について 『琉球国由来記J] (1713年)には、 9御獄が掲載されている。

青磁(費支せいじ)Celadon: 
じき そじゅうやく 持廿んげんえんしdうせい

日正器の一種。素地と紬薬の中に含まれる鉄分が、還元焔焼成によって青く発色した磁器。中国の殿周 回戦国時代
。いゅうとうさ せっζう こえっ し

の灰紬陶器がその源流とされ、後漢三国時代の漸江省方面で製作された古越磁が最初の原始的青磁であるとされる。
リゅうせんよう

臼本や沖縄で出土する青磁の多くは、元代から明代にかけて湘江省の龍泉窯及びその周辺で製作されたものである。
[まのお さん力、えん

※還元焔 炭素が多く酸素が欠乏している不完全燃焼の焔。酸素に富み完全燃焼の焔を酸化焔という。

白磁(白支はくじ)羽ThitePorcelain: 
とうめいゅう

磁器の一種。白色の素地に透明柏をかけ、高温で焼成した磁器。白磁の起源についてはまだ明確になさ杭ていな

いが、その起源は灰柏陶器や古越砲とされる。原始的な白磁が誕生したのは、 6~7 世紀の随から初唐とされる。
ていよう けいとくちん とつがよう

沖縄で出土する白臨には、希に定窯で制作されたものがみられるが、大部分は景徳鎮や中国南部の諸窯及び徳化窯

を産地とする。

膏花〈染付>(せい力、)<そめつ け>Blue and '"市iteChina: 
trL¥力、はくし ゅうりせい

磁器の一種。いわゆる染付で、中国では一般に青花(青花己資・紬裏青)と称する。白色の素地にコバルトを含む
叫す えつ

呉須により絵付けを施した後に、透明柏を掛けて焼成する。還元焔焼成により白地に青い文様が浮かび上がる。中

国でのコバルトの使用は直時代にみられるが、紬下に総付けする手法を用いたのは宋時代以降であり、元時代に完

成する。青花の主な生産地として景徳鎮及び周辺諸窯が上げられるが、明 清代には中国南部の各地に粗製の青花
みんよう あん信ん りちょう

を生産する民窯が出現する。また、周辺諸国では中国の影響をうけて、ぺトナムでは安南染付が、朝鮮では李朝初

期から染付の製作が開始される。

※コバルト呉須などの天然の鉱物などに含まれる化合物で、青の彩料として用いられる。
※呉須コバルト化合物を含む天然の鉱物をさす。これを極細末にして水で溶かし、文様を描いた後に上から透明粧を掛けて焼き上げ
ると藍色に発色する。

-96一



キエ手由(こうゅう )Copper-red Glaze: 
じき どうこうゅうしんしゃゅう がんげんえんしaうせい

銅を発色剤に使用し高火度で焼成された磁器。銅紅紬-辰砂粕とも呼ばれる。還元焔焼成により鮮紅色に発色する。
lすいとくちんよう きゅうていごき

中国では宋代に始まったとされるが遺品は元代が初出である。景徳鎮窯が主に宮廷御器を焼造し、明 /青代を通じ
力、んよう

て官窯の特技として製作された。

瑠璃軸(るりゅう)Bright-blue Glaze: 

酸化コバルトを長石に混ぜた着色料を使用した色紬。高火度で焼成すると青く発色する。ほぽ全面に施糊した場

合に称される。主に髄器に用いられることが多い。日本や沖縄で出土する瑠璃紬の多くは景徳鎮及び中国南部の徳
廿ょう

化窯で生産されたものである。

褐軸(かっゅう)Brown Glaze: 
ていし~<ざい

広義では鉄分を呈色剤として褐色になった陶器も含まれるが、陶磁史からみた場合には、中国漢代に栄えた酸化
ていItどえんゅう

鉄を呈色剤とする低火度鉛粕のことを指し、その陶器を褐紬陶と称する。沖縄で出土する褐紬陶器は、中国南部の

広東省やタイで生産された12世紀以降の資料である。

陶器(とうさ)EWbenwareρocke叩:

広義では磁器や妬器、または土器をも含めたやきもの全般の総称に使われる場合が多いが、狭義では素地が十分

焼き締まらず吸水性があリ、不透明なやきものに限定して使う。粘土を主原料として焼成し、紬薬を掛けるものと、

掛けずに焼き締めたものがある。 磁器との境界は連続的であるため明確な区別はない。 ~器に近いものから硬質陶器

精陶器-粗陶器に分類する。また、原料によリ石灰質陶器・白雲石質陶器 長石質陶器などに分けられる。

.ttt:暑号(じさ)Porcelain: 
とうせき

素地は白色で、半透明で吸水性のない硬いやきものを指す。陶石を主原料とし、長石・石英などを配合して素地

とする。素焼きした後に施紬し、 1100---.，1500'Cの高温で焼成する。中国漢代末に始まったとされ、宋代に完成

された。

瓦質土器(がしつどき)Ga ware: 
がき

内外両面が灰黒色の瓦質の軟質土器を指す。近畿地方で平安時代から室町時代にかけて生産されたいわゆる「瓦器」
わくたよう

とは区別して、沖縄では、湧田窯(16---"18 c )で生産されたものを言う。

五彩(ござい)Polychrome: 

中国明朝において完成した上絵付けで、その技術及び製品を指す。高火度紬の白紬陶-白磁を素地に、赤 黄-

緑などの明るい上絵異を焼付ける。焼き上げられた絵異は透明で素地が透けて見え、冷たく硬い印象を与える。こ
じしゅうよう がせいまんnき こうき

の技術は、中国金代12世紀後半に華北の磁州窯が始まリで、明代の嘉靖 万歴、また、清朝の康照宮窯などで盛
あ晶、え いろえ

んに焼かれた。日本では赤絵または色絵とも言う。

合子(ごうす)Lidded Box: 
みふた ごう しっき

蓋のある小型容器の総称。身と蓋を合わせるの意。重(子)・合とも言う。多くは扇球形で、材質は陶磁器・漆器・

金属器などで、用途には香合ー化粧品入-薬味入ー印肉入などがある。元来は蓋物の身の方を転用したもの。

瓶(びん・へい)Vase: 
つぼがめ

壷聾類のうち、その最小のものを指す。瓶は元来は水を汲んだり物を炊く器であった。のちに、陶磁の器で口が
とっくリ は苦いn

小さく、胴部の膨らんだものを言うようになった。徳利や花入として使用された。
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